
(57)【要約】

【課題】　薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）の活性層へ向か

う光を効果的に遮断すると共に、前記活性層から周囲へ

の熱伝導を良くして、ＴＦＴの光リーク電流を低減させ

る。

【解決手段】　マトリックス状に配置された薄膜トラン

ジスタ（ＴＦＴ）３１を含む画素マトリックス部と、Ｔ

ＦＴを含む駆動回路部とを透光性基板１上に持つ薄膜ト

ランジスタ・アレイ基板である。画素マトリックス部の

ＴＦＴ３１は、当該ＴＦＴ３１と透光性基板１との間に

少なくとも当該ＴＦＴ３１の活性層と重なるように形成

された高熱伝導膜（第２遮光膜）５を有する。駆動回路

部のＴＦＴは前記高熱伝導膜を有しない。レーザ光照射

により生じるＴＦＴ３１の活性層からの熱を、高熱伝導

膜５を介して周囲に伝達し、前記活性層の結晶性を低く

する。【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 含 む 画 素 マ ト リ ッ ク ス 部 と 、 薄 膜 ト ラ ン
ジ ス タ を 含 む 駆 動 回 路 部 と を 透 光 性 基 板 上 に 有 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 で あ っ
て 、
　 前 記 画 素 マ ト リ ッ ク ス 部 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 当 該 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 透 光 性 基
板 と の 間 に 少 な く と も 当 該 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 活 性 層 と 重 な る よ う に 形 成 さ れ た 高 熱 伝 導
膜 を 有 し て お り 、
　 前 記 駆 動 回 路 部 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 前 記 高 熱 伝 導 膜 を 有 し て い な い
こ と を 特 徴 と す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 画 素 マ ト リ ッ ク ス 部 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 活 性 層 が 、 レ ー ザ 照 射 に よ り 結 晶 化 さ せ た
半 導 体 か ら な る 請 求 項 １ に 記 載 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 高 熱 伝 導 膜 と 前 記 活 性 層 の 間 に 存 在 す る 絶 縁 膜 の 厚 さ が 、 １ ０ ０ ｎ ｍ ～ ５ ０ ０ ｎ ｍ の
範 囲 内 に あ る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 高 熱 伝 導 膜 と 前 記 活 性 層 の 間 に 存 在 す る 絶 縁 膜 の 厚 さ が 、 １ ５ ０ ｎ ｍ ～ ３ ０ ０ ｎ ｍ の
範 囲 内 に あ る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 高 熱 伝 導 膜 が 遮 光 膜 で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・
ア レ イ 基 板 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 高 熱 伝 導 膜 が 、 照 射 さ れ た 光 を 吸 収 可 能 な 遮 光 膜 で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 遮 光 膜 が シ リ コ ン 膜 ま た は シ リ コ ン を 含 む 材 料 の 膜 で 形 成 さ れ る 請 求 項 ５ ま た は ６ に
記 載 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 遮 光 膜 が 不 純 物 が 導 入 さ れ た シ リ コ ン 膜 か ら な る 請 求 項 ５ ま た は ６ に 記 載 の 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 高 熱 伝 導 膜 と 前 記 透 光 性 基 板 の 間 に 、 他 の 遮 光 膜 を さ ら に 有 し て い る 請 求 項 １ ～ ８ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 と 、
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 に 対 向 し て 配 置 さ れ た 対 向 基 板 と 、
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 と 前 記 対 向 基 板 と の 間 に 設 け ら れ た 液 晶 層 と を 備 え
る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 。
　
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Thin Film Transist
or、 以 下 、 Ｔ Ｆ Ｔ と も い う ） を 有 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 （ 以 下 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ
イ 基 板 と も い う ） お よ び そ れ を 備 え た ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス （ active matrix） 型 液 晶
表 示 装 置 に 関 す る 。 こ の 液 晶 表 示 装 置 は 、 投 射 型 表 示 装 置 の ラ イ ト バ ル ブ と し て 好 適 に 使
用 で き る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
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　 近 年 、 壁 掛 け 型 Ｔ Ｖ （ Television） や 投 射 型 Ｔ Ｖ 、 あ る い は Ｏ Ａ （ Office Automation
） 機 器 用 表 示 装 置 と し て 、 液 晶 表 示 装 置 を 用 い た 各 種 表 示 装 置 の 開 発 が 行 わ れ て い る 。 特
に 、 能 動 素 子 で あ る Ｔ Ｆ Ｔ を ス イ ッ チ ン グ 素 子 と し て 使 用 す る ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型
液 晶 表 示 装 置 は 、 走 査 線 数 が 増 加 し て も コ ン ト ラ ス ト や 応 答 速 度 が 低 下 し な い 等 の 利 点 が
あ る た め 、 高 品 位 の Ｏ Ａ 機 器 用 表 示 装 置 や ハ イ ビ ジ ョ ン Ｔ Ｖ 用 表 示 装 置 を 実 現 す る 上 で 有
力 で あ る 。 ま た 、 プ ロ ジ ェ ク タ と 呼 ば れ る 投 射 型 表 示 装 置 の ラ イ ト バ ル ブ と し て 使 用 し た
場 合 に は 、 大 画 面 表 示 が 容 易 に 得 ら れ る と い う 利 点 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 通 常 、 ラ イ ト バ ル ブ 用 液 晶 表 示 装 置 で は 、 光 源 か ら 液 晶 表 示 装 置 に 高 輝 度 の 光 が 入 射 さ
れ 、 入 射 さ れ た 光 が 液 晶 表 示 装 置 を 通 過 す る 際 に 画 像 情 報 に 応 じ て 制 御 さ れ る 。 す な わ ち
、 Ｔ Ｆ Ｔ を ス イ ッ チ ン グ 駆 動 し な が ら 画 素 毎 に 液 晶 層 に 電 界 を 印 加 し て 各 画 素 の 透 過 率 を
変 化 さ せ る こ と に よ り 、 透 過 光 の 強 度 を 調 整 す る 。 そ し て 、 液 晶 表 示 装 置 を 通 過 し た 光 は
、 レ ン ズ な ど で 構 成 さ れ た 投 影 用 光 学 系 を 介 し て 拡 大 投 影 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 な お 、 光 源 は 液 晶 表 示 装 置 の 対 向 基 板 側 に 配 置 さ れ 、 光 学 系 は 液 晶 表 示 装 置 の Ｔ Ｆ Ｔ ア
レ イ 基 板 側 に 配 置 さ れ る 。 そ の た め 、 液 晶 表 示 装 置 に は 、 光 源 か ら の 光 だ け で な く 投 影 用
光 学 系 で 反 射 し た 光 も 入 射 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 で は 、 ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン （ amorphous sili
con） や 多 結 晶 シ リ コ ン な ど の 半 導 体 層 が Ｔ Ｆ Ｔ の 活 性 層 と し て 使 用 さ れ る が 、 こ の 活 性
層 へ 光 が 照 射 さ れ る と 、 光 励 起 に よ る リ ー ク 電 流 （ す な わ ち 、 光 リ ー ク 電 流 ） が 発 生 す る
。 前 述 し た よ う に 、 ラ イ ト バ ル ブ 用 液 晶 表 示 装 置 で は 、 高 輝 度 の 光 が 入 射 す る た め 、 発 生
す る 光 リ ー ク 電 流 も 大 き く な る 。 さ ら に 、 投 射 用 光 学 系 か ら の 反 射 光 も Ｔ Ｆ Ｔ の 活 性 層 に
照 射 さ れ る た め 、 光 リ ー ク 電 流 は 一 層 大 き く な る 。 近 年 で は 、 投 射 型 表 示 装 置 の 小 型 化 お
よ び 高 輝 度 化 が 進 ん で お り 、 液 晶 表 示 装 置 へ 入 射 す る 光 の 輝 度 が 増 加 す る 傾 向 に あ る た め
、 こ の 問 題 は よ り 深 刻 な も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ の た め 、 従 来 よ り 、 ラ イ ト バ ル ブ 用 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 で は 、 Ｔ
Ｆ Ｔ の 活 性 層 へ の 光 の 照 射 を 防 止 す る た め の 遮 光 膜 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ２ ３ お よ び 図 ２ ４ は 、 こ の 種 の 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ ０ の 概 略
構 成 を 示 す 。 図 ２ ３ は 要 部 平 面 図 、 図 ２ ４ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） は 図 ２ ３ の Ｇ － Ｇ 線 お よ び
Ｈ － Ｈ 線 に 沿 っ た 要 部 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ２ ３ お よ び 図 ２ ４ で は 、 一 画 素 分 の 構 成 の
み を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ２ ３ お よ び 図 ２ ４ の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ ０ は 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の
Ｔ Ｆ Ｔ １ ３ １ を 有 す る 透 光 性 基 板 １ ０ １ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 基 板 １ ０ １ 上 に は 、 酸 化 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ Ｏ 2 ） 膜 １ ０ ２ を 介 し て 、 タ ン グ ス テ ン シ リ サ
イ ド 膜 な ど か ら な る 下 部 遮 光 膜 １ ０ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 下 部 遮 光 膜 １ ０ ３ は 、 マ ト
リ ッ ク ス の 行 方 向 （ 図 ２ ３ で は 、 Ｘ 方 向 ） に 沿 っ て 延 在 す る ス ト ラ イ プ 状 の 部 分 と マ ト リ
ッ ク ス の 列 方 向 （ 図 ２ ３ で は 、 Ｙ 方 向 ） に 沿 っ て 延 在 す る ス ト ラ イ プ 状 の 部 分 と が 交 差 し
て な る 格 子 状 の 平 面 形 状 を 有 し て い る 。 下 部 遮 光 膜 １ ０ ３ の 全 体 は 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ０
２ 上 に 形 成 さ れ た 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ０ ４ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ０ ４ 上 に は 、 略 Ｌ 字 形 状 に パ タ ー ン 化 さ れ た 複 数 の 多 結 晶 シ リ コ ン 膜
１ ０ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 そ れ ら の 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 １ ０ ７ は 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ３ １ の 活 性 層 と
し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 す な わ ち 、 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 １ ０ ７ の 各 々 は 、 不 純 物 が ド ー プ さ れ て い な い チ ャ ネ ル 領
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域 １ ０ ７ ｃ と 、 不 純 物 が 低 濃 度 に ド ー プ さ れ た Ｌ Ｄ Ｄ （ Lightly Doped Drain） 領 域 １ ０
７ ｂ 、 １ ０ ７ ｄ と 、 不 純 物 が 高 濃 度 に ド ー プ さ れ た ソ ー ス 領 域 １ ０ ７ ａ お よ び ド レ イ ン 領
域 １ ０ ７ ｅ と を 含 ん で い る 。 ソ ー ス 領 域 １ ０ ７ ａ お よ び ド レ イ ン 領 域 １ ０ ７ ｅ は 、 チ ャ ネ
ル 領 域 １ ０ ７ ｃ を 挟 ん で 形 成 さ れ て い る 。 Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 １ ０ ７ ｂ は ソ ー ス 領 域 １ ０ ７ ａ と チ
ャ ネ ル 領 域 １ ０ ７ ｃ と の 間 に 形 成 さ れ 、 Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 １ ０ ７ ｄ は チ ャ ネ ル 領 域 １ ０ ７ ｃ と ド
レ イ ン 領 域 １ ０ ７ ｅ と の 間 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ソ ー ス 領 域 １ ０ ７ ａ 、 Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 １ ０ ７ ｂ 、 チ ャ ネ ル 領 域 １ ０ ７ ｃ 、 Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 １ ０ ７
ｄ お よ び ド レ イ ン 領 域 １ ０ ７ ｅ は 、 下 部 遮 光 膜 １ ０ ３ と 重 な る よ う に 、 Ｙ 方 向 に 沿 っ て 配
置 さ れ て い る 。 ド レ イ ン 領 域 １ ０ ７ ｅ の 一 部 分 は 、 Ｘ 方 向 に 沿 っ て 延 在 し て い る 。 多 結 晶
シ リ コ ン 膜 １ ０ ７ の 各 々 は 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 １ ０ ４ 上 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ０ ８ で
覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ０ ８ 上 に は 、 不 純 物 が ド ー プ さ れ た 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 や シ リ サ イ ド 膜 な
ど か ら な る 複 数 の ゲ ー ト 線 １ ０ ９ が 形 成 さ れ て い る 。 そ れ ら の ゲ ー ト 線 １ ０ ９ は 、 互 い に
平 行 で あ っ て 、 い ず れ も Ｘ 方 向 に 沿 っ て 延 在 し て い る 。 各 ゲ ー ト 線 １ ０ ９ は 、 マ ト リ ッ ク
ス の 同 じ 行 に 属 す る Ｔ Ｆ Ｔ １ ３ １ の チ ャ ネ ル 領 域 １ ０ ７ ｃ と 重 な る よ う に 配 置 さ れ 、 そ れ
ら の Ｔ Ｆ Ｔ １ ３ １ の ゲ ー ト 電 極 と し て 機 能 す る 。 各 ゲ ー ト 線 １ ０ ９ は 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ０
８ 上 に 形 成 さ れ た 第 １ 層 間 絶 縁 膜 １ １ ０ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 １ 層 間 絶 縁 膜 １ １ ０ 上 に は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 な ど か ら な る 複 数 の デ ー タ 線 １ １ １ が 形
成 さ れ て い る 。 そ れ ら の デ ー タ 線 １ １ １ は 、 互 い に 平 行 で あ っ て い ず れ も Ｙ 方 向 に 沿 っ て
延 在 し 、 マ ト リ ッ ク ス の 同 じ 列 に 属 す る Ｔ Ｆ Ｔ １ ３ １ の 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 １ ０ ７ と 重 な る
よ う に 配 置 さ れ て い る 。 各 Ｔ Ｆ Ｔ １ ３ １ の ソ ー ス 領 域 １ ０ ７ ａ 、 チ ャ ネ ル 領 域 １ ０ ７ ｃ お
よ び Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 １ ０ ７ ｂ 、 １ ０ ７ ｄ の 全 体 は 、 対 応 す る デ ー タ 線 １ １ １ で 覆 わ れ て い る 。
各 Ｔ Ｆ Ｔ １ ３ １ の ド レ イ ン 領 域 １ ０ ７ ｅ は 、 対 応 す る デ ー タ 線 １ １ １ で 部 分 的 に 覆 わ れ て
い る 。 各 デ ー タ 線 １ １ １ は 、 第 １ 層 間 絶 縁 膜 １ １ ０ と ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ０ ８ と を 貫 通 す る コ
ン タ ク ト 孔 １ ２ １ を 介 し て 、 マ ト リ ッ ク ス の 同 じ 列 に 属 す る Ｔ Ｆ Ｔ １ ３ １ の ソ ー ス 領 域 １
０ ７ ａ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 各 デ ー タ 線 １ １ １ は 、 第 １ 層 間 絶 縁 膜 １ １ ０ 上 に 形 成
さ れ た 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 １ １ ２ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 １ １ ２ 上 に は 、 Ｘ 方 向 お よ び Ｙ 方 向 の 各 々 に 延 在 す る 略 格 子 状 の ブ ラ ッ
ク マ ト リ ク ス 膜 １ １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 １ １ ３ は 、 各 ゲ ー
ト 線 １ ０ ９ お よ び 各 デ ー タ 線 １ １ １ に 重 な る よ う に 配 置 さ れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ３ １ を 覆 っ て い る
。 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 １ １ ３ は 、 ク ロ ム 膜 な ど か ら な り 、 上 部 遮 光 膜 と し て 機 能 す る
。 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 １ １ ３ の 全 体 は 、 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 １ １ ２ 上 に 形 成 さ れ た 第 ３ 層
間 絶 縁 膜 １ １ ４ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ３ 層 間 絶 縁 膜 １ １ ４ 上 に は 、 略 矩 形 状 の 複 数 の 画 素 電 極 １ １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 そ
れ ら の 画 素 電 極 １ １ ５ は 、 各 ゲ ー ト 線 １ ０ ９ と 各 デ ー タ 線 １ １ １ と に よ っ て 画 定 さ れ た 複
数 の 画 素 領 域 １ ２ ０ に 各 々 配 置 さ れ て い る 。 各 画 素 電 極 １ １ ５ は 、 第 ３ 層 間 絶 縁 膜 １ １ ４
、 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 １ １ ２ 、 第 １ 層 間 絶 縁 膜 １ １ ０ お よ び ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ０ ８ を 貫 通 す る コ
ン タ ク ト 孔 １ ２ ２ を 介 し て 、 対 応 す る Ｔ Ｆ Ｔ １ ３ １ の ド レ イ ン 領 域 １ ０ ７ ｅ に 電 気 的 に 接
続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の 構 成 を 持 つ 従 来 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ ０ を 備 え た 液 晶 表 示 装 置 で は 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア
レ イ 基 板 １ ０ ０ に 対 向 し て 配 置 さ れ た 対 向 基 板 （ 図 示 せ ず ） の 表 面 側 か ら 入 射 し た 光 を ブ
ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 １ １ ３ が 遮 断 す る 。 ま た 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ ０ の 裏 面 側 か ら 入
射 し た 光 を 下 部 遮 光 膜 １ ０ ３ が 遮 断 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 し か し な が ら 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ ０ の 裏 面 側 か ら 入 射 し た 光 が Ｔ Ｆ Ｔ １ ３ １ の Ｌ Ｄ
Ｄ 領 域 １ ０ ７ ｂ 、 １ ０ ７ ｄ や チ ャ ネ ル 領 域 １ ０ ７ ｃ に 照 射 さ れ る の を 十 分 に 防 止 で き な い
と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 す な わ ち 、 図 ２ ５ に 示 す よ う に 、 対 向 基 板 の 表 面 側 か ら の 光 Ｌ １ ０ １ は 、 ブ ラ ッ ク マ ト
リ ッ ク ス 膜 １ １ ３ で 遮 断 さ れ る か 、 あ る い は 下 部 遮 光 膜 １ ０ ３ で 反 射 さ れ る こ と な く Ｔ Ｆ
Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ ０ を 通 過 す る 。 そ の よ う に 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 １ １ ３ の 幅 、 下 部
遮 光 膜 １ ０ ３ の 幅 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 １ １ ３ と 下 部 遮 光 膜 １ ０ ３ と の 間 隔 な ど が 設
定 さ れ て い る 。 ま た 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ ０ の 裏 面 側 か ら 下 部 遮 光 膜 １ ０ ３ に 向 か う 光
Ｌ １ ０ ２ は 、 下 部 遮 光 膜 １ ０ ３ で 遮 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 と こ ろ が 、 図 ２ ５ に 示 す よ う に 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ ０ の 裏 面 側 か ら ブ ラ ッ ク マ ト リ
ッ ク ス 膜 １ １ ３ に 向 か う 光 Ｌ １ ０ ３ は 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 １ １ ３ で 反 射 し た 後 、 下
部 遮 光 膜 １ ０ ３ へ 向 か い 、 下 部 遮 光 膜 １ ０ ３ と デ ー タ 線 １ １ １ と の 間 で 多 重 反 射 し て Ｌ Ｄ
Ｄ 領 域 １ ０ ７ ｂ に 照 射 さ れ る 。 さ ら に 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ ０ の 裏 面 側 か ら デ ー タ 線 １
１ １ に 向 か う 光 Ｌ １ ０ ４ は 、 下 部 遮 光 膜 １ ０ ３ と デ ー タ 線 １ １ １ と の 間 で 多 重 反 射 し て Ｌ
Ｄ Ｄ 領 域 １ ０ ７ ｂ に 照 射 さ れ る 。 同 様 に 、 Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 １ ０ ７ ｄ に も 、 多 重 反 射 し た 光 が 照
射 さ れ る 。 実 際 に は 、 図 ２ ５ に 示 す よ う な Ｌ １ ０ ３ 、 Ｌ １ ０ ４ だ け で な く 、 様 々 な 角 度 や
方 向 の 光 が Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ ０ の 裏 面 側 か ら 入 射 さ れ る の で 、 上 記 の 多 重 反 射 に よ っ
て チ ャ ネ ル 領 域 １ ０ ７ ｃ に も 光 が 照 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ こ で 、 こ の よ う な 問 題 が 生 じ な い よ う に 、 従 来 よ り 種 々 の 改 良 が な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ８ ０ ８ ９ ９ 号 公 報 に は 、 下 部 遮 光 膜 の 端 部 を テ ー パ 形 状 に し
た 液 晶 表 示 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 下 部 遮 光 膜 の 幅 と デ ー タ 線 の
幅 を 適 宜 に 設 定 す る こ と に よ り 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 の 裏 面 側 か ら 入 射 し た 光 が 遮 断 さ れ て
、 Ｔ Ｆ Ｔ の チ ャ ネ ル 領 域 へ の 光 の 照 射 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ５ ６ ７ ８ ７ 号 公 報 に は 、 Ｔ Ｆ Ｔ の チ ャ ネ ル 領 域 の 近 傍 に お い て
、 下 部 遮 光 膜 を 覆 う 絶 縁 膜 に ダ ミ ー ・ コ ン タ ク ト 孔 を 形 成 し 、 そ の 内 部 に 配 線 材 料 の 膜 を
充 填 し た 液 晶 表 示 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 ダ ミ ー ・ コ ン タ ク ト 孔
の 内 部 に 充 填 さ れ た 配 線 材 料 の 膜 が Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 の 裏 面 側 か ら 入 射 す る 光 を 遮 断 す る
の で 、 Ｔ Ｆ Ｔ の チ ャ ネ ル 領 域 へ の 光 の 照 射 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 一 般 に 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 を Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 に 形 成 す る 場 合 と 、 対 向 基
板 に 形 成 す る 場 合 と が あ る 。 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 を 対 向 基 板 に 形 成 す る 場 合 、 Ｔ Ｆ Ｔ
ア レ イ 基 板 と 対 向 基 板 と の 重 ね 合 わ せ 精 度 を 考 慮 す る と 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 と Ｔ Ｆ
Ｔ と の 間 に １ ０ μ ｍ 程 度 の 位 置 合 わ せ 誤 差 を 見 込 む 必 要 が あ る 。 そ の た め 、 ブ ラ ッ ク マ ト
リ ッ ク ス の 幅 を 大 き く し な け れ ば な ら な い 。 し た が っ て 、 開 口 率 を 大 き く で き な い と い う
欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ に 対 し 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 を Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 に 形 成 す る 場 合 に は 、 半 導 体
装 置 の 製 造 工 程 を 利 用 す る こ と で 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 と Ｔ Ｆ Ｔ と の 間 の 位 置 合 わ せ
精 度 を 高 め る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 図 ２ ３ お よ び 図 ２ ４ の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ ０
の よ う に 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 に ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 を 形 成 す る 方 法 が 主 流 と な り つ つ
あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ８ ０ ８ ９ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ５ ６ ７ ８ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 述 し た よ う に 、 図 ２ ３ お よ び 図 ２ ４ の 従 来 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ ０ を 備 え た 液 晶 表
示 装 置 で は 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 １ ０ ０ の 裏 面 側 か ら 入 射 し た 光 の 一 部 が 、 Ｔ Ｆ Ｔ １ ３ １ の
Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 １ ０ ７ ｂ 、 １ ０ ７ ｄ や チ ャ ネ ル 領 域 １ ０ ７ ｃ に 照 射 さ れ し ま う 。 し た が っ て 、
光 リ ー ク 電 流 が 増 加 し て 、 コ ン ト ラ ス ト の 低 下 や 画 質 の 不 均 一 性 を 生 じ さ せ る と い う 問 題
が あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ８ ０ ８ ９ ９ 号 公 報 に 開 示 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 で は 、 下 部 遮 光 膜 の 端 部
を テ ー パ 形 状 に 加 工 す る た め の 製 造 工 程 が 必 要 と な る た め 、 製 造 工 程 が 複 雑 に な る と い う
問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ５ ６ ７ ８ ７ 号 公 報 に 開 示 さ れ た 液 晶 表 示 装 置 で は 、 下 部 遮 光 膜 を 覆 う
絶 縁 膜 に ダ ミ ー ・ コ ン タ ク ト 孔 を 形 成 し 、 そ の 内 部 に 配 線 材 料 の 膜 を 充 填 す る た め の 製 造
工 程 が 必 要 で あ る 。 そ の た め 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ８ ０ ８ ９ ９ 号 公 報 の 液 晶 表 示 装 置 と 同 様
に 、 製 造 工 程 が 複 雑 に な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ８ ０ ８ ９ ９ 号 公 報 お よ び 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ５ ６ ７ ８ ７ 号 公 報
の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 高 輝 度 化 さ れ た 投 射 型 表 示 装 置 の ラ イ ト バ ル ブ に 使 用 し た 場 合 、 Ｔ
Ｆ Ｔ の 活 性 層 に 向 か う 光 を 十 分 に 遮 断 す る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み な さ れ た も の で あ る 。 す な わ ち 、 本 発
明 の 目 的 は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 活 性 層 へ 向 か う 光 を 効 果 的 に 遮 断 し て 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
の 光 リ ー ク 電 流 を 低 減 で き る と 共 に 、 複 雑 な 製 造 工 程 を 必 要 と せ ず 容 易 に 製 造 で き る 薄 膜
ト ラ ン ジ ス タ 基 板 お よ び ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 コ ン ト ラ ス ト や 画 質 の 均 一 性 を 高 め る こ と の で き る 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ ・ ア レ イ 基 板 お よ び ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の さ ら に 他 の 目 的 は 、 以 下 の 説 明 か ら 明 ら か に な る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ １ ） 　 本 発 明 の 第 １ の 観 点 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 は 、
　 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 含 む 画 素 マ ト リ ッ ク ス 部 と 、 薄 膜 ト ラ
ン ジ ス タ を 含 む 駆 動 回 路 部 と を 透 光 性 基 板 上 に 有 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 で あ
っ て 、
　 前 記 画 素 マ ト リ ッ ク ス 部 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 当 該 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ と 前 記 透 光 性 基
板 と の 間 に 少 な く と も 当 該 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 活 性 層 と 重 な る よ う に 形 成 さ れ た 高 熱 伝 導
膜 を 有 し て お り 、
　 前 記 駆 動 回 路 部 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ は 、 前 記 高 熱 伝 導 膜 を 有 し て い な い
こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ ２ ） 　 本 発 明 の 第 １ の 観 点 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 で は 、 前 記 画 素 マ ト リ ッ
ク ス 部 に あ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ が 前 記 高 熱 伝 導 膜 を 持 ち 、 前 記 駆 動 回 路 部 の 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ が 前 記 高 熱 伝 導 膜 を 持 っ て い な い 。 こ の た め 、 レ ー ザ ・ ア ニ ー ル 工 程 で レ ア モ ル フ ァ
ス ・ シ リ コ ン 膜 に ー ザ 光 を 照 射 し て 結 晶 化 す る こ と に よ り 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 活 性 層
を 形 成 す る 際 に 、 発 生 す る 熱 は 、 前 記 駆 動 回 路 部 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 比 べ て 、 前 記 画 素
マ ト リ ッ ク ス 部 に あ る 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ で は 早 く 周 囲 に 伝 達 さ れ る こ と に な る 。 そ の
結 果 、 前 記 駆 動 回 路 部 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 比 べ る と 、 前 記 画 素 マ ト リ ッ ク ス 部 の 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ で は 結 晶 性 の 低 い ポ リ シ リ コ ン 膜 が 得 ら れ 、 光 リ ー ク 電 流 を 低 減 す る こ と が で
き る 。 こ れ は 、 コ ン ト ラ ス ト や 画 質 の 均 一 性 の 向 上 に つ な が る 。 他 方 、 前 記 駆 動 回 路 部 の
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薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に は 、 高 い 移 動 度 を 持 た せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 し か も 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ８ ０ ８ ９ ９ 号 公 報 お よ び 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ５ ６ ７ ８ ７ 号 公 報
に 開 示 さ れ た 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の よ う な 複 雑 な 製 造 工 程 を 必 要 と せ ず 、 容 易 に 製 造 で き
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 （ ３ ） 　 本 発 明 の 第 １ の 観 点 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 好 ま し い 例 で は 、 前 記
画 素 マ ト リ ッ ク ス 部 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 活 性 層 が 、 レ ー ザ 照 射 に よ り 結 晶 化 さ せ た 半 導
体 か ら 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 観 点 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 他 の 好 ま し い 例 で は 、 前 記 高 熱
伝 導 膜 と 前 記 活 性 層 の 間 に 存 在 す る 絶 縁 膜 の 厚 さ が 、 １ ０ ０ ｎ ｍ ～ ５ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 に
あ る 。 当 該 絶 縁 膜 の 厚 さ は 、 １ ５ ０ ｎ ｍ ～ ３ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 内 に あ る の が よ り 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 観 点 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 他 の 好 ま し い 例 で は 、 前 記 高 熱
伝 導 膜 が 遮 光 膜 と さ れ る 。 遮 光 効 果 が 良 好 に な る か ら で あ る 。 こ の 場 合 、 そ の 遮 光 膜 が 、
照 射 さ れ た 光 を 吸 収 可 能 で あ る の が 好 ま し い 。 遮 光 効 果 が い っ そ う 良 好 に な る か ら で あ る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 観 点 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 他 の 好 ま し い 例 で は 、 前 記 高 熱
伝 導 膜 と 前 記 透 光 性 基 板 の 間 に 設 け ら れ た 遮 光 膜 を さ ら に 有 し て い る 。 遮 光 効 果 が さ ら に
改 善 さ れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 前 記 高 熱 伝 導 膜 は 、 シ リ コ ン 膜 ま た は シ リ コ ン を 含 む 材 料 の 膜 で 形 成 さ れ る の が 好 ま し
い 。 こ の 場 合 、 光 リ ー ク 電 流 を 効 率 よ く 低 減 で き る 。 前 記 遮 光 膜 が 不 純 物 が 導 入 さ れ た シ
リ コ ン 膜 で 形 成 さ れ て も よ い 。 こ の 場 合 、 導 電 性 を 持 つ 遮 光 膜 を 容 易 に 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 （ ４ ） 　 本 発 明 の 第 ２ の 観 点 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 は 、
　 上 記 （ １ ） ま た は （ ３ ） に 記 載 の い ず れ か の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 と 、
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 に 対 向 し て 配 置 さ れ た 対 向 基 板 と 、
　 前 記 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 と 前 記 対 向 基 板 と の 間 に 設 け ら れ た 液 晶 層 と を 備 え
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 （ ５ ） 　 本 発 明 の 第 ２ の 観 点 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス 型 液 晶 表 示 装 置 で は 、 本 発 明 の
第 １ の 観 点 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 場 合 と 同 じ 理 由 に よ り 、 そ の 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 場 合 と 同 じ 効 果 が 得 ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 基 板 お よ び 液 晶 表 示 装 置 に よ れ ば 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 活 性
層 へ 向 か う 光 を 効 果 的 に 遮 断 で き る 。 し た が っ て 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 光 リ ー ク 電 流 が 低
減 し 、 そ の 結 果 、 コ ン ト ラ ス ト や 画 質 の 均 一 性 が 高 め ら れ る 。 し か も 、 複 雑 な 製 造 工 程 を
必 要 と せ ず 、 容 易 に 製 造 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 （ 第 １ 実 施 形 態 ）
　 図 １ お よ び 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ の 概 略 構 成 を 示 す 。
図 １ は 要 部 平 面 図 、 図 ２ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） は 図 １ の Ａ － Ａ 線 お よ び Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 要
部 断 面 図 で あ る 。 こ の 基 板 上 に は 、 画 素 マ ト リ ッ ク ス 部 と 共 に 駆 動 回 路 部 が 形 成 さ れ て お
り （ 図 ２ ２ 参 照 ） 、 以 下 の 説 明 は 画 素 マ ト リ ッ ク ス 部 の Ｔ Ｆ Ｔ に つ い て の も の で あ る 。 駆
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動 回 路 部 の Ｔ Ｆ Ｔ は 、 第 ２ 遮 光 層 を 有 し て い な い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 図 １ お よ び 図 ２ で は 、 一 画 素 分 の 構 成 を 示 し て い る 。 こ の 点 に つ い て は 、 後 述 す
る 他 の 実 施 形 態 に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ は 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の Ｔ Ｆ Ｔ
３ １ を 有 す る 透 光 性 基 板 １ を 備 え て い る 。 こ の 基 板 １ は 、 ガ ラ ス な ど の 絶 縁 性 を 持 つ 材 料
で 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 基 板 １ の 表 面 全 体 に は 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 （ Ｓ ｉ Ｏ 2 ） ２ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 酸 化 シ
リ コ ン 膜 ２ は 、 基 板 １ に 含 ま れ る 重 金 属 の 拡 散 を 防 止 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ 上 に は 、 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 （ 図 １ で は 、 Ｘ 方 向 ） に 沿 っ て 延 在 す
る ス ト ラ イ プ 状 の 第 １ 部 分 ３ ａ と マ ト リ ッ ク ス の 列 方 向 （ 図 １ で は 、 Ｙ 方 向 ） に 沿 っ て 延
在 す る ス ト ラ イ プ 状 の 第 ２ 部 分 ３ ｂ と が 交 差 し て な る 格 子 状 の 第 １ 遮 光 膜 ３ が 形 成 さ れ て
い る 。 こ の 第 １ 遮 光 膜 ３ は 、 光 透 過 率 の 低 い 材 料 （ 例 え ば 、 タ ン グ ス テ ン シ リ サ イ ド ） で
形 成 さ れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ の 裏 面 側 か ら 直 接 入 射 す る 光 を 十 分 に 遮 断 可 能 な 膜 厚 を
有 し て い る 。 第 １ 遮 光 膜 ３ の 全 体 は 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ 上 に 形 成 さ れ た 酸 化 シ リ コ ン 膜 ４
で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 酸 化 シ リ コ ン 膜 ４ 上 に は 、 光 の 吸 収 が 可 能 な ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 膜 か ら な る 複 数 の
第 ２ 遮 光 膜 ５ が 形 成 さ れ て い る 。 そ れ ら の 第 ２ 遮 光 膜 ５ の 各 々 は 、 Ｘ 方 向 に 沿 っ て 延 在 す
る ス ト ラ イ プ 状 の 第 １ 部 分 ５ ａ と 、 Ｙ 方 向 に 沿 っ て 延 在 し 且 つ Ｘ 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ た
互 い に 平 行 な 複 数 の 第 ２ 部 分 ５ ｂ と を 有 し て い る 。 第 ２ 遮 光 膜 ５ の 第 １ 部 分 ５ ａ の 各 々 は
互 い に 平 行 で あ る 。 第 ２ 遮 光 膜 ５ の 第 ２ 部 分 ５ ｂ の 各 々 は 矩 形 状 で あ る 。 第 ２ 遮 光 膜 ５ の
各 々 は 、 第 １ 遮 光 膜 ３ と 重 な る よ う に 配 置 さ れ 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 ４ 上 に 形 成 さ れ た 酸 化 シ
リ コ ン 膜 ６ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の 実 施 例 で は 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ が 高 熱 伝 導 膜 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 酸 化 シ リ コ ン 膜 ６ 上 に は 、 略 Ｌ 字 形 状 に パ タ ー ン 化 さ れ た 複 数 の 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ が
形 成 さ れ て い る 。 そ れ ら の 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ は 、 後 述 す る ゲ ー ト 線 ９ と デ ー タ 線 １ １ と
の 交 差 点 下 に 各 々 配 置 さ れ て い る 。 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ の 各 々 は 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 活 性 層 と
し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 す な わ ち 、 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ の 各 々 は 、 不 純 物 が ド ー プ さ れ て い な い チ ャ ネ ル 領 域 ７
ｃ と 、 不 純 物 が 低 濃 度 に ド ー プ さ れ た Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 ７ ｂ 、 ７ ｄ と 、 不 純 物 が 高 濃 度 に ド ー プ
さ れ た ソ ー ス 領 域 ７ ａ お よ び ド レ イ ン 領 域 ７ ｅ と を 含 ん で い る 。 ソ ー ス 領 域 ７ ａ お よ び ド
レ イ ン 領 域 ７ ｅ は 、 チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ を 挟 ん で 形 成 さ れ て い る 。 Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 ７ ｂ は ソ ー ス
領 域 ７ ａ と チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ と の 間 に 形 成 さ れ 、 Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 ７ ｄ は チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ と ド
レ イ ン 領 域 ７ ｅ と の 間 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ソ ー ス 領 域 ７ ａ 、 Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 ７ ｂ 、 チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ 、 Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 ７ ｄ お よ び ド レ イ ン
領 域 ７ ｅ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 遮 光 膜 ３ 、 ５ と 重 な る よ う に 、 Ｙ 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ て
い る 。 ド レ イ ン 領 域 ７ ｅ の 一 部 分 は 、 Ｘ 方 向 に 沿 っ て 延 在 し て い る 。 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７
の 各 々 は 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 ６ 上 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト 絶 縁 膜 ８ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ８ 上 に は 、 不 純 物 が ド ー プ さ れ た 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 や シ リ サ イ ド 膜 な ど か
ら な る 複 数 の ゲ ー ト 線 ９ が 形 成 さ れ て い る 。 そ れ ら の ゲ ー ト 線 ９ は 、 互 い に 平 行 で あ っ て
、 い ず れ も Ｘ 方 向 に 沿 っ て 延 在 し て い る 。 各 ゲ ー ト 線 ９ は 、 マ ト リ ッ ク ス の 同 じ 行 に 属 す
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る Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ と 重 な る よ う に 配 置 さ れ 、 そ れ ら の Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の ゲ ー ト
電 極 と し て 機 能 す る 。 各 ゲ ー ト 線 ９ は 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ８ 上 に 形 成 さ れ た 第 １ 層 間 絶 縁 膜 １
０ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 第 １ 層 間 絶 縁 膜 １ ０ 上 に は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 膜 な ど か ら な る 複 数 の デ ー タ 線 １ １ が 形 成 さ
れ て い る 。 そ れ ら の デ ー タ 線 １ １ は 、 互 い に 平 行 で あ っ て い ず れ も Ｙ 方 向 に 沿 っ て 延 在 し
、 マ ト リ ッ ク ス の 同 じ 列 に 属 す る Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ と 重 な る よ う に 配 置 さ
れ て い る 。 各 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の ソ ー ス 領 域 ７ ａ 、 チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ お よ び Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 ７ ｂ 、 ７
ｄ の 全 体 は 、 対 応 す る デ ー タ 線 １ １ で 覆 わ れ て い る 。 各 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の ド レ イ ン 領 域 ７ ｅ は
、 対 応 す る デ ー タ 線 １ １ で 部 分 的 に 覆 わ れ て い る 。 各 デ ー タ 線 １ １ は 、 第 １ 層 間 絶 縁 膜 １
０ と ゲ ー ト 絶 縁 膜 ８ と を 貫 通 す る コ ン タ ク ト 孔 ２ １ を 介 し て 、 マ ト リ ッ ク ス の 同 じ 列 に 属
す る Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の ソ ー ス 領 域 ７ ａ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 各 デ ー タ 線 １ １ は 、 第 １ 層
間 絶 縁 膜 １ ０ 上 に 形 成 さ れ た 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 １ ２ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 １ ２ 上 に は 、 Ｘ 方 向 お よ び Ｙ 方 向 の 各 々 に 延 在 す る 略 格 子 状 の ブ ラ ッ ク
マ ト リ ク ス 膜 １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 １ ３ は 、 各 ゲ ー ト 線 ９
お よ び 各 デ ー タ 線 １ １ に 重 な る よ う に 配 置 さ れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ を 覆 っ て い る 。 ブ ラ ッ ク マ ト
リ ッ ク ス 膜 １ ３ は 、 ク ロ ム 膜 な ど か ら な り 、 第 ３ 遮 光 膜 と し て 機 能 す る 。 ブ ラ ッ ク マ ト リ
ッ ク ス 膜 １ ３ の 全 体 は 、 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 １ ２ 上 に 形 成 さ れ た 第 ３ 層 間 絶 縁 膜 １ ４ で 覆 わ れ
て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 第 ３ 層 間 絶 縁 膜 １ ４ 上 に は 、 略 矩 形 状 の 複 数 の 画 素 電 極 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 そ れ ら
の 画 素 電 極 １ ４ は 、 各 ゲ ー ト 線 ９ と 各 デ ー タ 線 １ １ と に よ っ て 画 定 さ れ た 複 数 の 画 素 領 域
２ ０ に 各 々 配 置 さ れ て い る 。 各 画 素 電 極 １ ５ は 、 第 ３ 層 間 絶 縁 膜 １ ４ 、 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 １
２ 、 第 １ 層 間 絶 縁 膜 １ ０ お よ び ゲ ー ト 絶 縁 膜 ８ を 貫 通 す る コ ン タ ク ト 孔 ２ ２ を 介 し て 、 対
応 す る Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の ド レ イ ン 領 域 ７ ｅ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 上 記 の 構 成 を 持 つ Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ を 備 え た 液 晶 表 示 装 置 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に
、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ に 対 向 し て 配 置 さ れ た 対 向 基 板 （ 図 示 せ ず ） の 表 面 側 か ら 入 射 し
た 光 Ｌ １ は 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 １ ３ に よ り 遮 断 さ れ る か 、 あ る い は 第 １ 遮 光 膜 ３ で
反 射 さ れ る こ と な く Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ を 通 過 す る 。 そ の よ う に 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク
ス 膜 １ ３ の 幅 、 第 １ 遮 光 膜 ３ の 幅 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 １ ３ と 第 １ 遮 光 膜 ３ と の 間 隔
な ど が 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 他 方 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ の 裏 面 側 か ら 入 射 し て 第 １ 遮 光 膜 ３ に 向 か う 光 Ｌ ２ は 、 第
１ 遮 光 膜 ３ で 遮 断 さ れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ の 裏 面 側 か ら 入 射 し て ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ
ク ス 膜 １ ３ に 向 か う 光 Ｌ ３ は 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 １ ３ で 反 射 さ れ た 後 に 、 第 １ 遮 光
膜 ３ と Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ と の 間 に 設 け ら れ た 第 ２ 遮 光 膜 ５ に 照 射 さ れ る 。 あ る い は 、 ブ ラ ッ ク マ
ト リ ッ ク ス 膜 １ ３ と 第 １ 遮 光 膜 ３ と で 反 射 さ れ た 後 に 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ に 照 射 さ れ る 。 さ ら
に 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ の 裏 面 側 か ら 入 射 し て デ ー タ 線 １ １ に 向 か う 光 Ｌ ４ は 、 デ ー タ
線 １ １ で 反 射 さ れ た 後 に 第 ２ 遮 光 膜 ５ に 照 射 さ れ る 。 上 述 し た よ う に 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ は 、
光 を 吸 収 可 能 な ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 膜 か ら な る 。 そ の た め 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ に 照 射 さ れ
た こ れ ら の 光 は 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ に よ り 吸 収 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の よ う に 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ の 裏 面 側 か ら の 光 が 直 接 あ る い は ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ
ク ス 膜 １ ３ で 反 射 さ れ て 第 １ 遮 光 膜 ３ と デ ー タ 線 １ １ と の 間 に 入 射 し て も 、 そ の 光 は 第 ２
遮 光 膜 ５ で 吸 収 さ れ る 。 し た が っ て 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ お よ び Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 ７
ｂ 、 ７ ｄ へ 向 か う 光 は 、 効 果 的 且 つ 確 実 に 遮 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 な お 、 チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ は ゲ ー ト 線 ９ で 覆 わ れ て い る た め 、 チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ へ 向 か う
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光 を 遮 断 す る 作 用 が さ ら に 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 一 般 に 、 シ リ コ ン 膜 は 、 緑 色 や 青 色 の 波 長 に 対 す る 光 吸 収 率 が 高 く 、 赤 色 の 波 長 に 対 す
る 光 吸 収 率 が 低 い と い う 分 光 吸 収 特 性 を 持 つ 。 こ の 点 に 関 し て は 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ を 形 成 す
る ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 膜 や 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ に お い て も 同 様 で あ る 。 周 知 の 通 り 、
Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 光 リ ー ク 電 流 は 活 性 層 で あ る 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ が 光 を 吸 収 す る こ と に よ っ
て 生 じ る の で 、 光 リ ー ク 電 流 の 大 き さ は 照 射 さ れ る 光 の 波 長 に 応 じ て 変 化 す る 。 そ の た め
、 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ と 同 じ 傾 向 の 分 光 吸 収 特 性 を 持 つ ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 膜 で 第 ２
遮 光 膜 ５ を 形 成 す る こ と に よ り 、 光 リ ー ク 電 流 を 効 率 良 く 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 高 輝 度 の 光 が Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ に 入 射 す る 場 合 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ の 光 吸 収 に よ
り 生 じ る 発 熱 で Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ 近 傍 の 温 度 上 昇 が 起 こ る 。 上 述 し た よ う に 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ に よ
る 赤 色 の 波 長 の 光 吸 収 が 低 い の で 、 そ の 分 だ け Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ 近 傍 の 温 度 上 昇 が 抑 制 さ れ る と
い う 利 点 も あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 な お 、 ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 膜 以 外 に も 、 結 晶 化 成 分 を 有 す る 微 結 晶 シ リ コ ン 膜 や 多
結 晶 シ リ コ ン 膜 な ど を 使 用 し て も 、 ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 膜 の 場 合 と ほ ぼ 同 様 の 効 果 が
得 ら れ る 。 さ ら に は 、 シ リ コ ン を 含 む シ リ サ イ ド 膜 な ど に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 次 に 、 図 １ お よ び 図 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ の 製 造 方 法 に つ い て 、 図 ４ ～ ８ を 参 照 し
な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま ず 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 一 般 的 な Ｃ Ｖ Ｄ （ Chemical Vapor Deposition） 法 に よ り 、
透 光 性 基 板 １ の 表 面 全 体 に 酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ を 堆 積 す る 。 次 に 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ 上 に タ
ン グ ス テ ン シ リ サ イ ド 膜 （ 図 示 せ ず ） を 形 成 し 、 一 般 的 な フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 技 術 お よ び
エ ッ チ ン グ 技 術 を 用 い て 、 そ の タ ン グ ス テ ン シ リ サ イ ド 膜 を パ タ ー ン 化 す る こ と に よ り 、
第 １ 遮 光 膜 ３ を 形 成 す る 。 そ の 後 、 Ｃ Ｖ Ｄ 法 に よ り 酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ 上 に 酸 化 シ リ コ ン 膜
４ を 堆 積 し 、 第 １ 遮 光 膜 ３ の 全 体 を 酸 化 シ リ コ ン 膜 ４ で 覆 う 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 続 い て 、 減 圧 化 学 気 相 成 長 （ Low Pressure Chemical Vapor Deposition、 Ｌ Ｐ Ｃ Ｖ Ｄ ）
法 や プ ラ ズ マ 化 学 気 相 成 長 （ Plasma Chemical Vapor Deposition、 Ｐ Ｃ Ｖ Ｄ ） 法 な ど を 使
用 し て 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 ４ 上 に ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 膜 （ 図 示 せ ず ） を 堆 積 し 、 そ の ア
モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 膜 を フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 技 術 お よ び エ ッ チ ン グ 技 術 に よ り パ タ ー ン
化 す る 。 こ う し て 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 ４ 上 に 複 数 の 第 ２ 遮 光 膜 ５ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 次 に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 Ｃ Ｖ Ｄ 法 に よ り 酸 化 シ リ コ ン 膜 ４ 上 に 酸 化 シ リ コ ン 膜 ６ を 堆
積 し 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ の 各 々 を 酸 化 シ リ コ ン 膜 ６ で 覆 う 。 続 い て 、 Ｌ Ｐ Ｃ Ｖ Ｄ 法 や Ｐ Ｃ Ｖ Ｄ
法 な ど に よ り 酸 化 シ リ コ ン 膜 ６ 上 に ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 膜 （ 図 示 せ ず ） を 堆 積 し た 後
、 そ の ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 膜 を レ ー ザ ・ ア ニ ー ル 法 な ど に よ り 結 晶 化 さ せ る 。 さ ら に
、 そ の 結 晶 化 し た 膜 を フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 技 術 お よ び エ ッ チ ン グ 技 術 に よ り パ タ ー ン 化 す
る 。 こ う し て 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 活 性 層 と し て 機 能 す る 複 数 の 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ を 酸 化 シ リ
コ ン 膜 ４ 上 に 形 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 次 に 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 Ｃ Ｖ Ｄ 法 に よ り 酸 化 シ リ コ ン 膜 ６ 上 に 酸 化 シ リ コ ン 膜 か ら な
る ゲ ー ト 絶 縁 膜 ８ を 形 成 し 、 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ の 各 々 を ゲ ー ト 絶 縁 膜 ８ で 覆 う 。 さ ら に
、 不 純 物 の ド ー プ さ れ た 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 （ 図 示 せ ず ） と シ リ サ イ ド 膜 （ 図 示 せ ず ） と を
そ の 順 に ゲ ー ト 絶 縁 膜 ８ 上 に 形 成 し た 後 、 そ れ ら の 膜 を フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 技 術 お よ び エ
ッ チ ン グ 技 術 に よ り パ タ ー ン 化 し て 複 数 の ゲ ー ト 線 ９ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 続 い て 、 ゲ ー ト 線 ９ の 各 々 を マ ス ク に 使 用 し て 、 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ の 各 々 に 低 濃 度 の
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不 純 物 を 選 択 的 に ド ー プ す る 。 さ ら に 、 パ タ ー ン 化 さ れ た フ ォ ト レ ジ ス ト 膜 （ 図 示 せ ず ）
を マ ス ク と し て 、 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ の 各 々 に 高 濃 度 の 不 純 物 を 選 択 的 に ド ー プ す る 。 こ
う し て 、 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ の 各 々 に ソ ー ス 領 域 ７ ａ 、 Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 ７ ｂ 、 ７ ｄ 、 チ ャ ネ ル
領 域 ７ ｃ お よ び ド レ イ ン 領 域 ７ ｅ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 次 に 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 Ｃ Ｖ Ｄ 法 に よ り ゲ ー ト 絶 縁 膜 ８ 上 に 酸 化 シ リ コ ン 膜 か ら な る
第 １ 層 間 絶 縁 膜 １ ０ を 形 成 し 、 ゲ ー ト 線 ９ の 各 々 を 第 １ 層 間 絶 縁 膜 １ ０ で 覆 う 。 そ の 後 、
フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 技 術 お よ び エ ッ チ ン グ 技 術 に よ り 第 １ 層 間 絶 縁 膜 １ ０ と ゲ ー ト 絶 縁 膜
８ と を 選 択 的 に 除 去 し 、 ソ ー ス 領 域 ７ ａ を 露 出 す る コ ン タ ク ト 孔 ２ １ を 形 成 す る 。 続 い て
、 ス パ ッ タ 法 な ど に よ り 第 １ 層 間 絶 縁 膜 １ ０ 上 に ア ル ミ ニ ウ ム 膜 （ 図 示 せ ず ） を 形 成 し 、
そ の ア ル ミ ニ ウ ム 膜 を フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 技 術 お よ び エ ッ チ ン グ 技 術 に よ り パ タ ー ン 化 し
て 複 数 の デ ー タ 線 １ １ を 形 成 す る 。 デ ー タ 線 １ １ の 各 々 は 、 コ ン タ ク ト 孔 ２ １ の 内 部 に も
形 成 さ れ て 、 ソ ー ス 領 域 ２ １ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 次 に 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 Ｃ Ｖ Ｄ 法 に よ り 第 １ 層 間 絶 縁 膜 １ ０ 上 に 酸 化 シ リ コ ン 膜 か ら
な る 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 １ ２ を 形 成 し 、 デ ー タ 線 １ １ の 各 々 を 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 １ ２ で 覆 う 。 続
い て 、 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 １ ２ 上 に ス パ ッ タ 法 な ど に よ り ク ロ ム 膜 （ 図 示 せ ず ） を 形 成 し 、 そ
の ク ロ ム 膜 を フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 技 術 お よ び エ ッ チ ン グ 技 術 に よ り パ タ ー ン 化 し て ブ ラ ッ
ク マ ト リ ッ ク ス 膜 （ す な わ ち 、 第 ３ 遮 光 膜 ） １ ３ を 形 成 す る 。 そ の 後 、 Ｃ Ｄ Ｖ 法 に よ り 第
２ 層 間 絶 縁 膜 １ ２ 上 に 酸 化 シ リ コ ン 膜 か ら な る 第 ３ 層 間 絶 縁 膜 １ ４ を 形 成 し て 、 ブ ラ ッ ク
マ ト リ ッ ク ス 膜 １ ３ を 第 ３ 層 間 絶 縁 膜 １ ４ で 覆 う 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 次 に 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 技 術 お よ び エ ッ チ ン グ 技 術 に よ り 、 第 ３ 層 間 絶 縁 膜 １ ４ と 第
２ 層 間 絶 縁 膜 １ ２ と 第 １ 層 間 絶 縁 膜 １ ０ と ゲ ー ト 絶 縁 膜 ８ と を 選 択 的 に 除 去 し 、 ド レ イ ン
領 域 ７ ｅ を 露 出 す る コ ン タ ク ト 孔 ２ ２ を 形 成 す る 。 さ ら に 、 第 ３ 層 間 絶 縁 膜 １ ４ 上 に Ｉ Ｔ
Ｏ （ Indium Thin Oxide） 膜 （ 図 示 せ ず ） を 形 成 し 、 そ の Ｉ Ｔ Ｏ 膜 を フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ
技 術 お よ び エ ッ チ ン グ 技 術 に よ り パ タ ー ン 化 し て 複 数 の 画 素 電 極 １ ５ を 形 成 す る 。 画 素 電
極 １ ５ の 各 々 は 、 コ ン タ ク ト 孔 ２ ２ の 内 部 に も 形 成 さ れ て 、 ド レ イ ン 領 域 ７ ｅ に 電 気 的 に
接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 上 記 の 工 程 に よ り 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ の よ う に 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ の 製 造 工 程 は 単 純 な も の で あ り 、 容 易 に Ｔ Ｆ Ｔ ア レ
イ 基 板 ３ ０ を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 こ の 第 １ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ で は 、 透 光 性 基 板 １ と Ｔ
Ｆ Ｔ ３ １ と の 間 に 第 １ 遮 光 膜 ３ が 設 け ら れ 、 第 １ 遮 光 膜 ３ と Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ と の 間 に 第 ２ 遮 光
膜 ５ が 設 け ら れ る 。 第 １ お よ び 第 ２ の 遮 光 膜 ３ 、 ５ は 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ （ す な わ ち 、 Ｔ
Ｆ Ｔ ３ １ の 活 性 層 ） と 重 な る よ う に 配 置 さ れ 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ は 照 射 さ れ た 光 を 吸 収 可 能 で
あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 そ の た め 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ の 裏 面 側 か ら 入 射 し た 光 が ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 １
３ や デ ー タ 線 １ １ で 反 射 さ れ 、 さ ら に 第 １ 遮 光 膜 ３ で 反 射 さ れ て も 、 そ れ ら の 反 射 光 は い
ず れ も 第 ２ 遮 光 膜 ５ に 照 射 さ れ る こ と に な る 。 そ し て 、 そ の 照 射 さ れ た 光 を 第 ２ 遮 光 膜 ５
が 吸 収 す る の で 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ お よ び Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 ７ ｂ 、 ７ ｄ へ 向 か う 光
が 効 果 的 に 遮 断 さ れ る 。 し た が っ て 、 光 リ ー ク 電 流 が 低 減 し 、 そ の 結 果 、 液 晶 表 示 装 置 の
コ ン ト ラ ス ト や 画 質 の 均 一 性 が 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 さ ら に 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ８ ０ ８ ９ ９ 号 公 報 お よ び 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ５ ６ ７ ８ ７ 号 公 報
に 開 示 さ れ た 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 の よ う な 複 雑 な 製 造 工 程 を 必 要 と せ ず 、 容 易 に 製 造 で き
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る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 第 １ 遮 光 膜 ３ と 第 ２ 遮 光 膜 ５ の 間 の 絶 縁 膜 の 厚 さ と 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ と 活 性 層 ７ と の 間 の
絶 縁 膜 の 厚 さ は 、 本 発 明 に お い て 重 要 な パ ラ メ ー タ で あ る 。 特 に 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ と 活 性 層
７ と の 間 の 絶 縁 膜 の 厚 さ が 重 要 で あ る 。 第 ２ 遮 光 膜 ５ と 活 性 層 ７ と の 間 の 絶 縁 膜 の 厚 さ が
小 さ い ほ ど 、 遮 光 効 果 は 大 き い 。 実 験 に よ れ ば 、 こ れ を ５ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 と す る こ と に よ り
、 顕 著 な 遮 光 効 果 が 得 ら れ る こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ と 活 性 層 ７ と の 間 の 絶 縁 膜 の 厚 さ が 小 さ く な る と 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の ト
ラ ン ジ ス タ 特 性 が 影 響 を 受 け 、 さ ら に 、 活 性 層 ７ を 作 製 す る た め に ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ
ン 膜 を レ ー ザ ・ ア ニ ー ル 法 で 結 晶 化 す る プ ロ セ ス も 影 響 を 受 け る こ と も 判 明 し た 。 そ こ で
、 本 発 明 の 遮 光 効 果 を 得 る に は 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ と 活 性 層 ７ と の 間 の 絶 縁 膜 の 厚 さ は ５ ０ ０
ｎ ｍ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 が 好 適 で あ り 、 １ ５ ０ ｎ ｍ ～ ３ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 が よ り 好 適 で あ る
こ と が 分 か っ た 。 こ れ は 、 後 述 す る 他 の 実 施 形 態 に お い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 （ 第 ２ 実 施 形 態 ）
　 図 ９ お よ び 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ａ の 概 略 構 成 を 示
す 。 図 ９ は 要 部 平 面 図 、 図 １ ０ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） は 図 ９ の Ｃ － Ｃ 線 お よ び Ｄ － Ｄ 線 に 沿
っ た 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 ９ お よ び 図 １ ０ の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ａ は 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ａ が 導 電 性 を 有 し 且 つ 対
応 す る ゲ ー ト 線 ９ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 点 で 、 第 １ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０
と 異 な っ て い る 。 そ れ 以 外 の 構 成 は 、 第 １ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ の そ れ と 同 じ
で あ る 。 よ っ て 、 図 ９ お よ び 図 １ ０ に お い て 第 １ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ と 同 一
ま た は 対 応 す る 構 成 要 素 に 図 １ お よ び 図 ２ と 同 じ 符 号 を 付 し て 、 同 一 構 成 の 部 分 に つ い て
の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ａ で は 、 不 純 物 の 導 入 さ れ た 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 か ら な る 複 数 の 第
２ 遮 光 膜 ５ Ａ が 酸 化 シ リ コ ン 膜 ４ 上 に 形 成 さ れ て い る 。 そ れ ら の 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ａ の 各 々 は
、 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 （ 図 ９ で は 、 Ｘ 方 向 ） に 沿 っ て 延 在 す る ス ト ラ イ プ 状 の 第 １ 部 分
５ Ａ ａ と 、 マ ト リ ッ ク ス の 列 方 向 （ 図 ９ で は 、 Ｙ 方 向 ） に 沿 っ て 延 在 し 且 つ Ｘ 方 向 に 沿 っ
て 配 置 さ れ た 互 い に 平 行 な 複 数 の 第 ２ 部 分 ５ Ａ ｂ と を 有 し て い る 。 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ａ の 第 １
部 分 ５ Ａ ａ の 各 々 は 互 い に 平 行 で あ る 。 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ａ の 第 ２ 部 分 ５ Ａ ｂ の 各 々 は 矩 形 状
で あ る 。 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ａ の 各 々 は 第 １ 遮 光 膜 ３ と 重 な る よ う に 配 置 さ れ 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ａ
の 第 ２ 部 分 ５ Ａ ｂ の 各 々 が 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ と 重 な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ａ の 各 々 は 、 対 応 す る ゲ ー ト 線 ９ に 内 部 配 線 ４ １ を 介 し て 電 気 的 に
接 続 さ れ て い る 。 そ の た め 、 ゲ ー ト 線 ９ が Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 第 １ ゲ ー ト 電 極 と し て 機 能 す る と
共 に 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ａ が Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 第 ２ ゲ ー ト 電 極 と し て 機 能 す る 。 す な わ ち 、 Ｔ Ｆ Ｔ
３ １ が デ ュ ア ル ・ ゲ ー ト 型 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ と し て 動 作 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 こ の よ う に 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ａ を Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 第 ２ ゲ ー ト 電 極 と し て 使 用 し た 場 合 、 Ｔ Ｆ
Ｔ ３ １ の 電 極 間 容 量 が 増 加 す る 。 そ こ で 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ａ の 第 ２ 部 分 ５ Ａ ｂ の 長 さ （ す な
わ ち 、 Ｙ 方 向 に 沿 っ た 長 さ ） Ｌ を 小 さ す る こ と で 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 電 極 間 容 量 の 増 加 を 抑 制
し て い る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 す な わ ち 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ａ の 第 ２ 部 分 ５ Ａ ｂ は 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ お よ び
Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 ７ ｂ 、 ７ ｄ と 重 な る が 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の ソ ー ス 領 域 ７ ａ お よ び ド レ イ ン 領 域 ７ ｅ
と ほ と ん ど 重 な ら な い 。 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ａ の 第 ２ 部 分 ５ Ａ ｂ を こ の よ う に 形 成 す る こ と で 、
Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ お よ び Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 ７ ｂ 、 ７ ｄ へ 向 か う 光 を 遮 断 す る 効 果 を
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維 持 し な が ら 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 電 極 間 容 量 の 増 加 を 実 用 上 問 題 の な い 程 度 に す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 な お 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ａ は 、 第 １ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ と ほ ぼ 同 様 の
製 造 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 こ の 第 ２ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ａ で は 、 第 １ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３
０ と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。 す な わ ち 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ お よ び Ｌ Ｄ Ｄ 領 域
７ ｂ 、 ７ ｄ へ 向 か う 光 が 効 果 的 に 遮 断 さ れ る 。 し た が っ て 、 光 リ ー ク 電 流 が 低 減 し 、 そ の
結 果 、 液 晶 表 示 装 置 の コ ン ト ラ ス ト や 画 質 の 均 一 性 が 高 め ら れ る 。 し か も 、 複 雑 な 製 造 工
程 を 必 要 と せ ず 、 容 易 に 製 造 で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 さ ら に 、 第 ２ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ａ で は 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ が デ ュ ア ル ・ ゲ ー ト
型 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ と し て 動 作 す る た め 、 優 れ た オ ン ／ オ フ 特 性 が 得 ら れ る と い う 利
点 が あ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 （ 第 ３ 実 施 形 態 ）
　 図 １ １ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｂ の 概 略 構 成 を 示 す 要 部 平 面
図 で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 図 １ １ の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｂ は 、 １ つ の 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｂ が 設 け ら れ 、 且 つ 第 ２ 遮 光
膜 ５ Ｂ に 定 電 圧 Ｖ C が 供 給 さ れ て い る 点 で 、 第 １ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ と 異 な
っ て い る 。 そ れ 以 外 の 構 成 は 、 第 １ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ の そ れ と 同 じ で あ る
。 よ っ て 、 図 １ １ に お い て 第 １ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ と 同 一 ま た は 対 応 す る 構
成 要 素 に 図 １ お よ び 図 ２ と 同 じ 符 号 を 付 し て 、 同 一 構 成 の 部 分 に つ い て の 説 明 は 省 略 す る
。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｂ で は 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｂ が 不 純 物 の 導 入 さ れ た 多 結 晶 シ リ コ ン 膜
か ら な る 。 そ し て 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｂ は 、 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 （ 図 １ １ で は 、 Ｘ 方 向 ） に
沿 っ て 延 在 す る ス ト ラ イ プ 状 の 複 数 の 第 １ 部 分 ５ Ｂ ａ と 、 マ ト リ ッ ク ス の 列 方 向 （ 図 １ １
で は 、 Ｙ 方 向 ） に 沿 っ て 延 在 す る ス ト ラ イ プ 状 の 複 数 の 第 ２ 部 分 ５ Ｂ ｂ と を 有 し て い る 。
第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｂ の 第 １ 部 分 ５ Ｂ ａ の 各 々 は 互 い に 平 行 で あ り 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｂ の 第 ２ 部 分
５ Ｂ ｂ の 各 々 は 互 い に 平 行 で あ る 。 そ し て 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｂ の 第 １ 部 分 ５ Ｂ ａ と 第 ２ 部 分
５ Ｂ ｂ は 、 互 い に 交 差 し て 格 子 状 の 平 面 形 状 を 形 成 し て い る 。 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｂ は 第 １ 遮 光
膜 ３ と 重 な る よ う に 配 置 さ れ 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｂ の 第 ２ 部 分 ５ Ｂ ｂ の 各 々 が 多 結 晶 シ リ コ ン
膜 ７ と 重 な っ て い る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 ま た 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｂ に は 、 外 部 端 子 ５ １ を 介 し て 定 電 圧 Ｖ C が 供 給 さ れ て い る 。 こ の
定 電 圧 Ｖ C は 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｂ を 一 定 電 位 に バ イ ア ス す る 。 そ の た め 、 定 電 圧 Ｖ C の 電 圧 値
を 調 整 す る こ と に よ り 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 特 性 を 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 な お 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｂ は 、 第 １ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ と ほ ぼ 同 様 の
製 造 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 こ の 第 ３ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｂ で は 、 第 １ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３
０ と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。 す な わ ち 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ お よ び Ｌ Ｄ Ｄ 領 域
７ ｂ 、 ７ ｄ へ 向 か う 光 が 効 果 的 に 遮 断 さ れ る 。 し た が っ て 、 光 リ ー ク 電 流 が 低 減 し 、 そ の
結 果 、 液 晶 表 示 装 置 の コ ン ト ラ ス ト や 画 質 の 均 一 性 が 高 め ら れ る 。 し か も 、 複 雑 な 製 造 工
程 を 必 要 と せ ず 、 容 易 に 製 造 で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
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　 さ ら に 、 第 ３ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｂ で は 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｂ に 供 給 さ れ る 定
電 圧 Ｖ C を 調 整 す る こ と に よ り 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 特 性 を 制 御 で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 （ 第 ４ 実 施 形 態 ）
　 図 １ ２ お よ び 図 １ ３ は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｃ の 概 略 構 成 を
示 す 。 図 １ ２ は 要 部 平 面 図 、 図 １ ３ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） は 図 １ ２ の Ｅ － Ｅ 線 お よ び Ｆ － Ｆ
線 に 沿 っ た 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 図 １ ２ お よ び 図 １ ３ の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｃ は 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ が デ ー タ 線 １ １ で 覆 わ れ
て い な い 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 に 本 発 明 を 適 用 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 す な わ ち 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 活 性 層 と し て 機 能 す る 複 数 の 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ ’ が マ ト リ ッ
ク ス の 行 方 向 に 沿 っ て 延 在 す る と 共 に 、 そ れ ら の 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ ’ と 重 な る よ う に 第
１ 遮 光 膜 ３ ’ 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ ’ お よ び ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 １ ３ ’ が 形 成 さ れ 、 且 つ Ｔ
Ｆ Ｔ ３ １ が ゲ ー ト 線 ９ に 電 気 的 に 接 続 さ れ た ゲ ー ト 電 極 ９ ａ を 有 し て い る 。 そ し て 、 そ れ
以 外 の 構 成 は 、 第 １ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ の そ れ と 同 じ で あ る 。 よ っ て 、 図 １
２ お よ び 図 １ ３ に お い て 第 １ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ と 同 一 ま た は 対 応 す る 構 成
要 素 に 図 １ お よ び 図 ２ と 同 じ 符 号 を 付 し て 、 同 一 構 成 の 部 分 に つ い て の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 図 １ ２ お よ び 図 １ ３ の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｃ で は 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ 上 に 形 成 さ れ た
第 １ 遮 光 膜 ３ ’ が 、 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 （ 図 １ ２ で は 、 Ｘ 方 向 ） に 沿 っ て 延 在 す る ス ト
ラ イ プ 状 の 第 １ 部 分 ３ ａ ’ と 、 マ ト リ ッ ク ス の 列 方 向 （ 図 １ ２ で は 、 Ｙ 方 向 ） に 沿 っ て 延
在 す る ス ト ラ イ プ 状 の 第 ２ 部 分 ３ ｂ ’ と 、 対 応 す る 画 素 領 域 ２ ０ に 向 か っ て 突 出 す る 第 ３
部 分 ３ ｃ ’ と を 有 し て い る 。 そ し て 、 そ れ ら の 第 １ 、 第 ２ お よ び 第 ３ の 部 分 ３ ａ ’ 、 ３ ｂ
’ 、 ３ ｃ ’ に よ り 、 略 格 子 状 の 平 面 形 状 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 第 １ 遮 光 膜 ３ ’ は 、 光 透
過 率 の 低 い 材 料 （ 例 え ば 、 タ ン グ ス テ ン シ リ サ イ ド ） で 形 成 さ れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０
Ｃ の 裏 面 側 か ら 直 接 入 射 す る 光 を 十 分 に 遮 断 可 能 な 膜 厚 を 有 し て い る 。 第 １ 遮 光 膜 ３ ’ の
全 体 は 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ 上 に 形 成 さ れ た 酸 化 シ リ コ ン 膜 ４ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 酸 化 シ リ コ ン 膜 ４ 上 に は 、 光 の 吸 収 が 可 能 な ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 膜 か ら な る 複 数 の
第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 そ れ ら の 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｃ の 各 々 は 、 Ｘ 方 向 に 沿 っ て 延
在 す る ス ト ラ イ プ 状 の 第 １ 部 分 ５ Ｃ ａ と 、 Ｙ 方 向 に 沿 っ て 延 在 し 且 つ Ｘ 方 向 に 沿 っ て 配 置
さ れ た 互 い に 平 行 な 複 数 の 第 ２ 部 分 ５ Ｃ ｂ と を 有 し て い る 。 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｃ の 第 １ 部 分 ５
Ｃ ａ の 各 々 は 互 い に 平 行 で あ る 。 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｃ の 第 ２ 部 分 ５ Ｃ ｂ の 各 々 は 、 矩 形 状 で あ
り 、 対 応 す る 画 素 領 域 ２ ０ 側 に 突 出 し て い る 。 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｃ の 各 々 は 、 第 １ 遮 光 膜 ３ ’
と 重 な る よ う に 配 置 さ れ 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 ４ 上 に 形 成 さ れ た 酸 化 シ リ コ ン 膜 ６ で 覆 わ れ て
い る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 酸 化 シ リ コ ン 膜 ６ 上 に は 、 略 矩 形 状 に パ タ ー ン 化 さ れ た 複 数 の 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ ’ が
形 成 さ れ て い る 。 そ れ ら の 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ ’ は 、 ゲ ー ト 線 ９ と デ ー タ 線 １ １ と の 交 差
点 の 各 々 の 近 傍 に 配 置 さ れ て い る 。 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ ’ の 各 々 は 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 活 性 層
と し て 機 能 す る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 す な わ ち 、 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ ’ の 各 々 は 、 不 純 物 が ド ー プ さ れ て い な い チ ャ ネ ル 領 域
７ ｃ ’ と 、 不 純 物 が 低 濃 度 に ド ー プ さ れ た Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 ７ ｂ ’ 、 ７ ｄ ’ と 、 不 純 物 が 高 濃 度
に ド ー プ さ れ た ソ ー ス 領 域 ７ ａ ’ お よ び ド レ イ ン 領 域 ７ ｅ ’ と を 含 ん で い る 。 ソ ー ス 領 域
７ ａ ’ お よ び ド レ イ ン 領 域 ７ ｅ ’ は 、 チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ ’ を 挟 ん で 形 成 さ れ て い る 。 Ｌ Ｄ
Ｄ 領 域 ７ ｂ ’ は ソ ー ス 領 域 ７ ａ ’ と チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ ’ と の 間 に 形 成 さ れ 、 Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 ７
ｄ ’ は チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ ’ と ド レ イ ン 領 域 ７ ｅ ’ と の 間 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
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　 ソ ー ス 領 域 ７ ａ ’ 、 Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 ７ ｂ ’ 、 チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ ’ 、 Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 ７ ｄ ’ お よ び
ド レ イ ン 領 域 ７ ｅ ’ は 、 第 １ お よ び 第 ２ の 遮 光 膜 ３ ’ 、 ５ Ｃ と 重 な る よ う に 、 Ｘ 方 向 に 沿
っ て 配 置 さ れ て い る 。 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ ’ の 各 々 は 、 酸 化 シ リ コ ン 膜 ６ 上 に 形 成 さ れ た
ゲ ー ト 絶 縁 膜 ８ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ８ 上 に は 、 各 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ に 対 応 す る 複 数 の ゲ ー ト 電 極 ９ ａ と 、 互 い に 平 行
で あ っ て い ず れ も Ｘ 方 向 に 沿 っ て 延 在 す る 複 数 の ゲ ー ト 線 ９ と が 形 成 さ れ て い る 。 そ れ ら
の ゲ ー ト 電 極 ９ ａ お よ び ゲ ー ト 線 ９ は 、 不 純 物 が ド ー プ さ れ た 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 や シ リ サ
イ ド 膜 な ど か ら な る 。 各 ゲ ー ト 電 極 ９ ａ は 、 Ｙ 方 向 に 沿 っ て 延 在 し 、 互 い に 平 行 で あ る 。
そ し て 、 各 ゲ ー ト 電 極 ９ ａ は 、 対 応 す る Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ ’ と 重 な る よ う に
配 置 さ れ 、 対 応 す る ゲ ー ト 線 ９ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 各 ゲ ー ト 電 極 ９ ａ お よ び 各 ゲ
ー ト 線 ９ は 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ８ 上 に 形 成 さ れ た 第 １ 層 間 絶 縁 膜 １ ０ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 １ ２ 上 に 形 成 さ れ た ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 １ ３ ’ は 、 Ｘ 方 向 お よ び Ｙ
方 向 の 各 々 に 延 在 し て な る 略 格 子 状 の 平 面 形 状 を 有 し て い る 。 こ の ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス
膜 １ ３ ’ は 、 各 ゲ ー ト 線 ９ お よ び 各 デ ー タ 線 １ １ に 重 な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 ブ ラ ッ
ク マ ト リ ッ ク ス 膜 １ ３ ’ の 一 部 分 は 画 素 領 域 ２ ０ に 向 か っ て 突 出 し 、 そ の 突 出 部 分 が Ｔ Ｆ
Ｔ ３ １ を 覆 っ て い る 。 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 １ ３ は 、 ク ロ ム 膜 な ど か ら な り 、 第 ３ 遮 光
膜 と し て 機 能 す る 。 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 １ ３ の 全 体 は 、 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 １ ２ 上 に 形 成
さ れ た 第 ３ 層 間 絶 縁 膜 １ ４ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 上 記 の 構 成 を 持 つ Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｃ を 備 え た 液 晶 表 示 装 置 に お い て も 、 第 １ 実 施
形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ の 場 合 と ほ ぼ 同 様 の 遮 光 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 す な わ ち 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｃ に 対 向 し て 配 置 さ れ た 対 向 基
板 （ 図 示 せ ず ） の 表 面 側 か ら 入 射 し た 光 Ｌ １ は 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 １ ３ ’ に よ り 遮
断 さ れ る か 、 あ る い は 第 １ 遮 光 膜 ３ ’ で 反 射 さ れ る こ と な く Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ を 通 過
す る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 他 方 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｃ の 裏 面 側 か ら 入 射 し て 第 １ 遮 光 膜 ３ ’ に 向 か う 光 Ｌ ２ は
、 第 １ 遮 光 膜 ３ ’ で 遮 断 さ れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｃ の 裏 面 側 か ら 入 射 し て ブ ラ ッ ク
マ ト リ ッ ク ス 膜 １ ３ ’ に 向 か う 光 Ｌ ３ は 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 １ ３ で 反 射 さ れ た 後 に
、 第 １ 遮 光 膜 ３ ’ と Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ と の 間 に 設 け ら れ た 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｃ に 照 射 さ れ る 。 あ る い
は 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 １ ３ ’ と 第 １ 遮 光 膜 ３ ’ と で 反 射 さ れ た 後 に 、 第 ２ 遮 光 膜 ５
Ｃ に 照 射 さ れ る 。 上 述 し た よ う に 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｃ は 、 光 を 吸 収 可 能 な ア モ ル フ ァ ス ・ シ
リ コ ン 膜 か ら な る 。 そ の た め 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｃ に 照 射 さ れ た こ れ ら の 光 は 、 第 ２ 遮 光 膜 ５
Ｃ に よ り 吸 収 さ れ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 こ の よ う に 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ の 裏 面 側 か ら の 光 が ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス 膜 １ ３ ’
で 反 射 さ れ 、 さ ら に 第 １ 遮 光 膜 ３ ’ で 反 射 さ れ て も 、 そ れ ら の 反 射 光 は 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｃ で
吸 収 さ れ る 。 し た が っ て 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ ’ お よ び Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 ７ ｂ ’ 、 ７
ｄ ’ へ 向 か う 光 は 、 効 果 的 且 つ 確 実 に 遮 断 さ れ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 な お 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｃ は 、 第 １ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ と ほ ぼ 同 様 の
製 造 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 こ の 第 ４ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｃ で は 、 第 １ 実 施 形 態 の
Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。 す な わ ち 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の チ ャ ネ ル 領 域 ７
ｃ ’ お よ び Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 ７ ｂ ’ 、 ７ ｄ ’ へ 向 か う 光 が 効 果 的 に 遮 断 さ れ る 。 し た が っ て 、 光
リ ー ク 電 流 が 低 減 し 、 そ の 結 果 、 液 晶 表 示 装 置 の コ ン ト ラ ス ト や 画 質 の 均 一 性 が 高 め ら れ

10

20

30

40

50

(15) JP 2004-302475 A 2004.10.28



る 。 し か も 、 複 雑 な 製 造 工 程 を 必 要 と せ ず 、 容 易 に 製 造 で き る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 （ 第 ５ 実 施 形 態 ）
　 図 １ ５ は 、 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｄ の 概 略 構 成 を 示 す 要 部 平 面
図 で あ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 図 １ ５ の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｄ は 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｄ が 導 電 性 を 有 し 且 つ 対 応 す る ゲ ー
ト 線 ９ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 点 で 、 第 ４ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｃ と 異 な っ
て い る 。 そ れ 以 外 の 構 成 は 、 第 ４ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｃ の そ れ と 同 じ で あ る
。 よ っ て 、 図 １ ５ に お い て 第 ４ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｃ と 同 一 ま た は 対 応 す る
構 成 要 素 に 図 １ ２ お よ び 図 １ ３ と 同 じ 符 号 を 付 し て 、 同 一 構 成 の 部 分 に つ い て の 説 明 は 省
略 す る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｄ で は 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｄ が 不 純 物 の 導 入 さ れ た 多 結 晶 シ リ コ ン 膜
か ら な る 。 そ れ ら の 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｄ の 各 々 は 、 Ｘ 方 向 に 沿 っ て 延 在 す る ス ト ラ イ プ 状 の 第
１ 部 分 ５ Ｄ ａ と 、 Ｙ 方 向 に 沿 っ て 延 在 し 且 つ Ｘ 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ た 互 い に 平 行 な 複 数
の 第 ２ 部 分 ５ Ｄ ｂ と を 有 し て い る 。 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｄ の 第 １ 部 分 ５ Ｄ ａ の 各 々 は 互 い に 平 行
で あ る 。 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｄ の 第 ２ 部 分 ５ Ｄ ｂ の 各 々 は 、 矩 形 状 で あ り 、 対 応 す る 画 素 領 域 ２
０ 側 に 突 出 し て い る 。 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｄ の 各 々 は 第 １ 遮 光 膜 ３ ’ と 重 な る よ う に 配 置 さ れ 、
第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｄ の 第 ２ 部 分 ５ Ｄ ｂ が 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 ７ ’ と 重 な っ て い る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 ま た 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｄ の 各 々 は 、 第 ２ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ａ と 同 様 に 、 対
応 す る ゲ ー ト 線 ９ に 内 部 配 線 ４ １ を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 そ の た め 、 ゲ ー ト 電
極 ９ ａ が Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 第 １ ゲ ー ト 電 極 と し て 機 能 す る と 共 に 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｄ が Ｔ Ｆ Ｔ ３
１ の 第 ２ ゲ ー ト 電 極 と し て 機 能 す る 。 す な わ ち 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ が デ ュ ア ル ・ ゲ ー ト 型 電 界 効
果 ト ラ ン ジ ス タ と し て 動 作 す る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 こ の よ う に 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｄ を Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 第 ２ ゲ ー ト 電 極 と し て 使 用 し た 場 合 、 Ｔ Ｆ
Ｔ ３ １ の 電 極 間 容 量 が 増 加 す る 。 そ こ で 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｄ の 第 ２ 部 分 ５ Ｄ ｂ の 幅 （ す な わ
ち 、 Ｘ 方 向 の 長 さ ） Ｗ を 小 さ す る こ と で 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 電 極 間 容 量 の 増 加 を 抑 制 し て い る
。
【 ０ １ １ ８ 】
　 す な わ ち 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｄ の 第 ２ 部 分 ５ Ｄ ｂ は 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ ’ お よ
び Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 ７ ｂ ’ 、 ７ ｄ ’ と 重 な る が 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の ソ ー ス 領 域 ７ ａ ’ お よ び ド レ イ ン
領 域 ７ ｅ ’ と ほ と ん ど 重 な ら な い 。 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｄ の 第 ２ 部 分 ５ Ｄ ｂ を こ の よ う に 形 成 す
る こ と で 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ ’ お よ び Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 ７ ｂ ’ 、 ７ ｄ ’ へ 向 か う 光
を 遮 断 す る 効 果 を 維 持 し な が ら 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 電 極 間 容 量 の 増 加 を 実 用 上 問 題 の な い 程 度
に す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 な お 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｄ は 、 第 １ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ と ほ ぼ 同 様 の
製 造 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 以 上 述 べ た よ う に 、 こ の 第 ５ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｄ で は 、 第 １ 実 施 形 態 の
Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。 す な わ ち 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の チ ャ ネ ル 領 域 ７
ｃ ’ お よ び Ｌ Ｄ Ｄ 領 域 ７ ｂ ’ 、 ７ ｄ ’ へ 向 か う 光 が 効 果 的 に 遮 断 さ れ る 。 し た が っ て 、 光
リ ー ク 電 流 が 低 減 し 、 そ の 結 果 、 液 晶 表 示 装 置 の コ ン ト ラ ス ト や 画 質 の 均 一 性 が 高 め ら れ
る 。 し か も 、 複 雑 な 製 造 工 程 を 必 要 と せ ず 、 容 易 に 製 造 で き る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 さ ら に 、 第 ５ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｄ で は 、 第 ２ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基
板 ３ ０ Ａ と 同 様 に 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ が デ ュ ア ル ・ ゲ ー ト 型 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ と し て 動 作 す
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る た め 、 優 れ た オ ン ／ オ フ 特 性 が 得 ら れ る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 （ 第 ６ 実 施 形 態 ）
　 図 １ ６ は 、 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｅ の 概 略 構 成 を 示 す 要 部 平 面
図 で あ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 図 １ ６ の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｅ は 、 １ つ の 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｅ が 設 け ら れ 、 且 つ 第 ２ 遮 光
膜 ５ Ｅ に 定 電 圧 Ｖ C が 供 給 さ れ て い る 点 で 、 第 ４ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｃ と 異
な っ て い る 。 そ れ 以 外 の 構 成 は 、 第 ４ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｃ の そ れ と 同 じ で
あ る 。 よ っ て 、 図 １ ６ に お い て 第 ４ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｃ と 同 一 ま た は 対 応
す る 構 成 要 素 に 図 １ ２ お よ び 図 １ ３ と 同 じ 符 号 を 付 し て 、 同 一 構 成 の 部 分 に つ い て の 説 明
は 省 略 す る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｅ で は 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｅ が 不 純 物 の 導 入 さ れ た 多 結 晶 シ リ コ ン 膜
か ら な る 。 そ し て 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｅ は 、 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 （ 図 １ ６ で は 、 Ｘ 方 向 ） に
沿 っ て 延 在 す る ス ト ラ イ プ 状 の 複 数 の 第 １ 部 分 ５ Ｅ ａ と 、 マ ト リ ッ ク ス の 列 方 向 （ 図 １ ６
で は 、 Ｙ 方 向 ） に 沿 っ て 延 在 し 且 つ Ｘ 方 向 に 沿 っ て 互 い に 平 行 に 配 置 さ れ た 矩 形 状 の 複 数
の 第 ２ 部 分 ５ Ｅ ｂ と 、 Ｙ 方 向 に 沿 っ て 延 在 す る ス ト ラ イ プ 状 の 複 数 の 第 ３ 部 分 ５ Ｅ ｃ と を
有 し て い る 。 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｅ の 第 １ 部 分 ５ Ｅ ａ の 各 々 は 互 い に 平 行 で あ り 、 第 ３ 部 分 ５ Ｅ
ｃ の 各 々 は 互 い に 平 行 で あ る 。 そ し て 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｅ の 第 １ お よ び 第 ２ の 部 分 ５ Ｅ ａ 、
５ Ｅ ｃ は 、 互 い に 交 差 し て 格 子 状 の 平 面 形 状 を 形 成 し て い る 。 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｅ の 第 ２ 部 分
５ Ｅ ｂ の 各 々 は 、 対 応 す る 画 素 領 域 ２ ０ 側 に 突 出 し て い る 。 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｅ の 各 々 は 第 １
遮 光 膜 ３ ’ と 重 な る よ う に 配 置 さ れ 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｅ の 第 ２ 部 分 ５ Ｅ ｂ が 多 結 晶 シ リ コ ン
膜 ７ ’ と 重 な っ て い る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 ま た 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｅ に は 、 第 ３ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｂ と 同 様 に 、 外 部 端
子 ５ １ を 介 し て 定 電 圧 Ｖ C が 供 給 さ れ て い る 。 こ の 定 電 圧 Ｖ C は 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｅ を 一 定 電
位 に バ イ ア ス す る 。 そ の た め 、 定 電 圧 Ｖ C の 電 圧 値 を 調 整 す る こ と に よ り 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の
特 性 を 制 御 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 な お 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｂ は 、 第 １ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ と ほ ぼ 同 様 の
製 造 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 こ の 第 ６ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｅ で は 、 第 １ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３
０ と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。 す な わ ち 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の チ ャ ネ ル 領 域 ７ ｃ ’ お よ び Ｌ Ｄ Ｄ 領
域 ７ ｂ ’ 、 ７ ｄ ’ へ 向 か う 光 が 効 果 的 に 遮 断 さ れ る 。 し た が っ て 、 光 リ ー ク 電 流 が 低 減 し
、 そ の 結 果 、 液 晶 表 示 装 置 の コ ン ト ラ ス ト や 画 質 の 均 一 性 が 高 め ら れ る 。 し か も 、 複 雑 な
製 造 工 程 を 必 要 と せ ず 、 容 易 に 製 造 で き る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 第 ６ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｅ で は 、 第 ３ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基
板 ３ ０ Ｂ と 同 様 に 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｅ に 供 給 さ れ る 定 電 圧 Ｖ C を 調 整 す る こ と に よ り 、 Ｔ Ｆ
Ｔ ３ １ の 特 性 を 制 御 で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 （ 第 ７ 実 施 形 態 ）
　 上 述 し た 第 １ ～ 第 ６ 実 施 形 態 で は 、 第 １ 遮 光 膜 ３ と 第 ３ 遮 光 膜 （ ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク ス
膜 ） １ ３ に 加 え て 、 第 １ 遮 光 膜 ３ と Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 間 に 光 吸 収 性 を 持 つ 第 ２ 遮 光 膜 ５ を 設 け
て お り 、 そ れ に よ っ て 遮 光 性 能 の 向 上 を 図 っ て い る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 以 下 に 述 べ る 第 ７ ～ 第 １ ０ 実 施 形 態 は 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ と 第 ３ 遮 光 膜 （ ブ ラ ッ ク マ ト リ ッ ク
ス 膜 ） １ ３ と の 間 に 光 吸 収 性 を 持 つ 第 ４ 遮 光 膜 １ ６ を 設 け た 例 で あ る 。 光 吸 収 性 を 持 つ 第
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４ 遮 光 膜 １ ６ を Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 上 部 に 配 置 し た 場 合 で も 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ を 設 け た 場 合 と 同 様
に し て 多 重 反 射 す る 光 を 低 減 す る こ と が で き 、 遮 光 効 果 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 図 １ ７ は 、 本 発 明 の 第 ７ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｆ の 概 略 構 成 を 示 し て い る 。
図 １ ７ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ 図 １ の Ａ － Ａ 線 お よ び Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 要 部 断 面
図 で あ る 。 こ の 基 板 上 に は 、 画 素 マ ト リ ッ ク ス 部 と 共 に 駆 動 回 路 部 が 形 成 さ れ て お り （ 図
２ ２ 参 照 ） 、 以 下 の 説 明 は 画 素 マ ト リ ッ ク ス 部 の Ｔ Ｆ Ｔ に つ い て の も の で あ る 。 駆 動 回 路
部 の Ｔ Ｆ Ｔ は 、 第 ４ 遮 光 膜 を 有 し て い な い 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 図 １ ７ に 示 す 第 ７ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｆ は 、 図 ２ に 示 す 第 １ 実 施 形 態 の Ｔ
Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ に お い て 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ を 除 去 し 、 第 ４ 遮 光 膜 １ ６ を 追 加 し た も の で
あ る 。 そ の 他 の 構 成 は 、 第 １ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ と 同 じ で あ る 。 こ の Ｔ Ｆ Ｔ
ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｆ で は 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ を 除 去 し て い る の で 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 膜 ４ ま た は ６ は 省 略
可 能 で あ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 第 ４ 遮 光 膜 １ ６ の パ タ ー ン は 、 図 １ に 示 さ れ た 第 ２ 遮 光 膜 ５ の そ れ と 同 じ で あ り 、 Ｔ Ｆ
Ｔ ３ １ の 活 性 層 と し て 機 能 す る ポ リ シ リ コ ン 膜 ７ の ほ ぼ 全 体 を 覆 っ て い る 。 第 ４ 遮 光 膜 １
６ は 、 ポ リ シ リ コ ン 膜 ７ の コ ン タ ク ト 孔 ２ ２ の 近 傍 の 部 分 は 覆 っ て い な い 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 第 ４ 遮 光 膜 １ ６ は 、 こ こ で は 第 １ 層 間 絶 縁 膜 １ ０ の 内 部 に 埋 設 し て あ る 。 こ の よ う な 構
成 は 、 例 え ば 次 の よ う に し て 容 易 に 実 現 で き る 。 す な わ ち 、 第 １ 層 間 絶 縁 膜 １ ０ を ２ 層 構
造 と し 、 第 １ 層 間 絶 縁 膜 １ ０ の 下 層 部 を 形 成 し た 後 、 第 ４ 遮 光 膜 １ ６ 用 の ア モ ル フ ァ ス ・
シ リ コ ン 膜 を 形 成 す る 。 そ し て 、 こ の ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 膜 を パ タ ー ン 化 す る と 、 第
４ 遮 光 膜 １ ６ が 得 ら れ る 。 そ の 後 、 そ の 上 に 第 １ 層 間 絶 縁 膜 １ ０ の 上 層 部 を 形 成 す る 。 し
か し 、 本 発 明 は こ の 構 成 に 限 定 さ れ る わ け で は な い 。 例 え ば 、 第 ４ 遮 光 膜 １ ６ を 第 １ 層 間
絶 縁 膜 １ ０ の 上 に 形 成 し た 後 、 第 ４ 遮 光 膜 １ ６ を 他 の 絶 縁 膜 で 覆 い 、 そ の 上 に 第 ２ 層 間 絶
縁 膜 １ ２ を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 （ 第 ８ 実 施 形 態 ）
　 図 １ ８ は 、 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｇ の 概 略 構 成 を 示 し て い る 。
図 １ ８ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ 図 １ の Ａ － Ａ 線 お よ び Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 要 部 断 面
図 で あ る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 図 １ ８ に 示 す 第 ８ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｇ は 、 図 ２ に 示 す 第 １ 実 施 形 態 の Ｔ
Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ に お い て 、 第 ４ 遮 光 膜 １ ６ を 追 加 し た も の で あ る 。 そ の 他 の 構 成 は 、
第 １ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ と 同 じ で あ る 。 換 言 す れ ば 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０
Ｇ は 、 図 １ ７ に 示 す 第 ７ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｆ に お い て 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ を 追
加 し た も の で あ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 こ の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｇ で は 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 上 下 に 第 ４ 遮 光 膜 １ ６ と 第 ２ 遮 光 膜 ５
を 設 け て い る の で 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 上 下 両 側 か ら の 光 に 対 し て 遮 光 効 果 が 得 ら れ る 。 よ っ て
、 第 １ 実 施 形 態 や 第 ７ 実 施 形 態 の 場 合 よ り も 高 い 遮 光 効 果 が 得 ら れ る 利 点 が あ る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 （ 第 ９ 実 施 形 態 ）
　 図 １ ９ は 、 本 発 明 の 第 ９ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｈ の 概 略 構 成 を 示 し て い る 。
図 １ ９ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ 図 １ ２ の Ｅ － Ｅ 線 お よ び Ｆ － Ｆ 線 に 沿 っ た 要 部 断
面 図 で あ る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 図 １ ９ に 示 す 第 ９ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｈ は 、 図 １ ３ に 示 す 第 ４ 実 施 形 態 の
Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｃ に お い て 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｃ を 除 去 し 、 第 ４ 遮 光 膜 １ ６ ’ を 追 加 し
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た も の で あ る 。 そ の 他 の 構 成 は 、 第 ４ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｃ と 同 じ で あ る 。
こ の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｈ で は 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ を 除 去 し て い る の で 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 膜 ４ ま た
は ６ は 省 略 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 第 ４ 遮 光 膜 １ ６ ’ の パ タ ー ン は 、 図 １ ２ に 示 さ れ た 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｃ の そ れ と 同 じ で あ り
、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 活 性 層 と し て 機 能 す る ポ リ シ リ コ ン 膜 ７ の ほ ぼ 全 体 を 覆 っ て い る 。 第 ４ 遮
光 膜 １ ６ ’ は 、 ポ リ シ リ コ ン 膜 ７ の コ ン タ ク ト 孔 ２ ２ の 近 傍 の 部 分 は 覆 っ て い な い 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 第 ４ 遮 光 膜 １ ６ ’ は 、 こ こ で は 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 １ ２ の 内 部 に 埋 設 し て あ る 。 こ の よ う な
構 成 は 、 例 え ば 次 の よ う に し て 容 易 に 実 現 で き る 。 す な わ ち 、 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 １ ２ を ２ 層
構 造 と し 、 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 １ ２ の 下 層 部 を 形 成 し た 後 、 第 ４ 遮 光 膜 １ ６ ’ 用 の ア モ ル フ ァ
ス ・ シ リ コ ン 膜 を 形 成 す る 。 そ し て 、 こ の ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 膜 を パ タ ー ン 化 す る と
、 第 ４ 遮 光 膜 １ ６ ’ が 得 ら れ る 。 そ の 後 、 そ の 上 に 第 ２ 層 間 絶 縁 膜 １ ２ の 上 層 部 を 形 成 す
る 。 し か し 、 本 発 明 は こ の 構 成 に 限 定 さ れ る わ け で は な い 。 例 え ば 、 第 ４ 遮 光 膜 １ ６ ’ を
第 ２ 層 間 絶 縁 膜 １ ２ の 上 に 形 成 し た 後 、 第 ４ 遮 光 膜 １ ６ ’ を 他 の 絶 縁 膜 で 覆 い 、 そ の 上 に
第 ３ 層 間 絶 縁 膜 １ ４ を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 （ 第 １ ０ 実 施 形 態 ）
　 図 ２ ０ は 、 本 発 明 の 第 １ ０ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｉ の 概 略 構 成 を 示 し て い る
。 図 ２ ０ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） は 、 そ れ ぞ れ 図 １ ２ の Ｅ － Ｅ 線 お よ び Ｆ － Ｆ 線 に 沿 っ た 要 部
断 面 図 で あ る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 図 ２ ０ に 示 す 第 １ ０ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｉ は 、 図 １ ３ に 示 す 第 ４ 実 施 形 態
の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｃ に お い て 、 第 ４ 遮 光 膜 １ ６ ’ を 追 加 し た も の で あ る 。 そ の 他 の
構 成 は 、 第 ４ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｃ と 同 じ で あ る 。 換 言 す れ ば 、 Ｔ Ｆ Ｔ ア レ
イ 基 板 ３ ０ Ｉ は 、 図 １ ９ に 示 す 第 ９ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｈ に お い て 、 第 ２ 遮
光 膜 ５ Ｃ を 追 加 し た も の で あ る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 こ の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｉ で は 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 上 下 に そ れ ぞ れ 第 ４ 遮 光 膜 １ ６ ’ と 第
２ 遮 光 膜 ５ Ｃ を 設 け て い る の で 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の 上 下 両 側 か ら の 光 に 対 し て 遮 光 効 果 が 得 ら
れ る 。 よ っ て 、 第 １ 実 施 形 態 や 第 ７ 実 施 形 態 の 場 合 よ り も 高 い 遮 光 効 果 が 得 ら れ る 利 点 が
あ る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 図 ２ １ は 、 投 射 型 表 示 装 置 の ラ イ ト バ ル ブ と し て 使 用 す る 場 合 を 考 慮 し て 、 所 定 の 投 射
光 照 射 条 件 の 下 で 画 素 マ ト リ ッ ク ス 部 の Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ に 生 じ る 光 リ ー ク 電 流 特 性 を 示 す 。 こ
れ は 発 明 者 が 行 っ た 試 験 に よ り 得 た も の で あ る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 図 ２ １ よ り 明 ら か な よ う に 、 第 １ 遮 光 膜 と 第 ３ 遮 光 膜 を 有 す る 従 来 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板
１ ０ ０ （ 図 ２ ３ と 図 ２ ４ を 参 照 ） で は 、 光 リ ー ク 電 流 が ４ ｐ Ａ で あ っ た の に 対 し 、 第 １ 遮
光 膜 と 第 ３ 遮 光 膜 に 加 え て 第 ２ 遮 光 膜 を 有 す る 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板
３ ０ Ｃ （ 図 １ ２ と 図 １ ３ を 参 照 ） で は 、 活 性 層 と し て 機 能 す る 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 と 第 ２ 遮
光 膜 と の 間 の 絶 縁 膜 の 厚 さ が ５ ０ ０ ｎ ｍ か ら 減 少 し て い く に つ れ て 光 リ ー ク 電 流 は 徐 々 に
減 少 し 、 最 大 で は 従 来 例 の 約 １ ／ ３ に ま で 減 少 し た 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 光 リ ー ク 電 流 の 低 減 効 果 は 、 第 ２ 遮 光 膜 と 活 性 層 と の 間 の 絶 縁 膜 の 厚 さ に 対 し て 相 関 が
あ り 、 当 該 絶 縁 膜 の 厚 さ を ５ ０ ０ ｎ ｍ よ り 薄 く す る に つ れ て 、 そ の 効 果 が 大 き く な っ た 。
し か し 、 図 ２ １ に は 示 し て い な い が 、 当 該 絶 縁 膜 の 厚 さ を １ ０ ０ ｎ ｍ よ り 小 さ く す る と 、
Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の オ ン 特 性 に 及 ぼ す 影 響 や 、 レ ー ザ ・ ア ニ ー ル 工 程 で の 活 性 層 （ 多 結 晶 シ リ コ
ン ） の 結 晶 性 低 下 に 与 え る 影 響 が 大 き く な り 、 Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ の オ ン 特 性 が 悪 化 し て 正 常 動 作
が で き な く な っ た 。 こ の 結 果 か ら 、 当 該 絶 縁 膜 の 厚 さ は ５ ０ ０ ｎ ｍ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 と
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す る の が 適 当 で あ る こ と が 分 か っ た 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 ま た 、 第 １ 遮 光 膜 と 第 ３ 遮 光 膜 に 加 え て 第 ２ 遮 光 膜 と 第 ４ 遮 光 膜 を 有 す る 本 発 明 の 第 １
０ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｉ （ 図 ２ ０ を 参 照 ） で は 、 当 該 絶 縁 膜 の 厚 さ を ２ ０ ０
ｎ ｍ と し た 時 に 、 光 リ ー ク 電 流 が 第 ４ 実 施 形 態 の Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ３ ０ Ｃ の 場 合 の 約 １ ／
２ に ま で 低 減 で き た 。 こ れ に よ り 、 第 ２ 遮 光 膜 に 加 え て さ ら に 第 ４ 遮 光 膜 を 追 加 す る こ と
に よ り 、 よ り 大 き な 光 リ ー ク 電 流 低 減 効 果 が 得 ら れ る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 （ 第 １ １ 実 施 形 態 ）
　 ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 膜 に レ ー ザ 光 を 照 射 し て 活 性 層 用 の 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 を 形 成 す
る 場 合 、 す な わ ち 、 レ ー ザ ・ ア ニ ー ル 法 に よ り ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 膜 か ら 多 結 晶 シ リ
コ ン 膜 を 得 る 場 合 に は 、 ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 膜 の 直 下 に 熱 伝 導 性 の 高 い 物 質 （ 高 熱 伝
導 膜 ） が 存 在 す る と 、 そ の 物 質 （ 高 熱 伝 導 膜 ） に よ っ て レ ー ザ 光 照 射 に よ る 加 熱 ・ 冷 却 プ
ロ セ ス が 所 望 の も の か ら 変 化 し 、 そ の 結 果 、 ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 膜 が 結 晶 化 す る 際 に
影 響 を 受 け る 、 と い う 問 題 が あ る 。 こ の た め 、 従 来 は 、 熱 伝 導 性 の 高 い 物 質 （ 高 熱 伝 導 膜
） が 加 熱 ・ 冷 却 プ ロ セ ス に 影 響 を 与 え な い よ う に 、 ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 膜 と 熱 伝 導 性
の 高 い 物 質 （ 高 熱 伝 導 膜 ） の 間 に 十 分 な 厚 さ の 絶 縁 膜 を 配 置 す る の が 一 般 的 で あ っ た 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 他 方 、 図 ２ ２ に 示 す Ｔ Ｆ Ｔ ア レ イ 基 板 ６ ０ の よ う に 、 画 素 マ ト リ ッ ク ス 部 ６ １ と 共 に 駆
動 回 路 部 ６ ２ を 同 一 基 板 上 に 一 体 形 成 し た 場 合 、 駆 動 回 路 部 ６ ２ の Ｔ Ｆ Ｔ に は 移 動 度 の 高
い ト ラ ン ジ ス タ 特 性 が 必 要 と さ れ る の に 対 し 、 画 素 マ ト リ ッ ク ス 部 ６ １ の Ｔ Ｆ Ｔ に は 高 い
移 動 度 は 要 求 さ れ ず 、 む し ろ 低 い リ ー ク 電 流 が 要 求 さ れ る 。 特 に 光 リ ー ク 電 流 に つ い て は
、 再 結 合 中 心 と な る ト ラ ッ プ が 比 較 的 多 い シ リ コ ン が 好 適 で あ る 。 こ の た め 、 画 素 マ ト リ
ッ ク ス 部 ６ １ の Ｔ Ｆ Ｔ に 対 し て は 、 駆 動 回 路 部 ６ ２ の Ｔ Ｆ Ｔ よ り も 結 晶 性 の 低 い 多 結 晶 シ
リ コ ン 膜 が む し ろ 望 ま し い 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 第 １ １ 実 施 形 態 で は 、 画 素 マ ト リ ッ ク ス 部 ６ １ の Ｔ Ｆ Ｔ と し て は 、 上
述 し た 第 １ ～ 第 １ ０ 実 施 形 態 の よ う に 、 第 ２ 遮 光 膜 あ る い は 第 ４ 遮 光 膜 ま た は そ の 両 方 を
有 す る Ｔ Ｆ Ｔ ３ １ を 用 い る 。 そ し て 、 駆 動 回 路 部 ６ ２ の Ｔ Ｆ Ｔ と し て は 、 第 ２ 遮 光 膜 あ る
い は 第 ４ 遮 光 膜 ま た は そ の 両 方 を 有 し な い Ｔ Ｆ Ｔ を 用 い る 。 こ う す る こ と に よ り 、 画 素 マ
ト リ ッ ク ス 部 ６ １ の Ｔ Ｆ Ｔ で は 、 第 ２ 遮 光 膜 あ る い は 第 ４ 遮 光 膜 ま た は そ の 両 方 に よ っ て
、 レ ー ザ 光 照 射 に よ る 熱 を 速 や か に 周 囲 に 伝 達 す る こ と が で き 、 そ の 結 果 、 画 素 マ ト リ ッ
ク ス 部 ６ １ の Ｔ Ｆ Ｔ に つ い い て の み 結 晶 性 の 低 い 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 が 、 当 該 Ｔ Ｆ Ｔ の 活 性
層 ７ 用 と し て 形 成 さ れ る 。 こ う し て 、 遮 光 膜 の 存 在 に よ る 光 リ ー ク 電 流 の 抑 制 に 加 え て 、
多 結 晶 シ リ コ ン 膜 の 結 晶 性 の 程 度 に 基 づ い て も 光 リ ー ク 電 流 を 低 減 す る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 （ 変 形 例 ）
　 な お 、 上 記 第 １ ～ 第 １ １ の 実 施 形 態 は 、 本 発 明 の 好 適 な 例 を 示 す も の で あ る 。 本 発 明 は
こ れ ら 実 施 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 種 々 の 変 更 が 可 能 な こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 例 え ば 、 第 １ ～ 第 ６ の 実 施 形 態 で は 、 透 光 性 基 板 １ 上 に 酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ を 介 し て 第 １
遮 光 膜 ３ を 設 け て い る が 、 透 光 性 基 板 １ の 材 料 に 応 じ て 酸 化 シ リ コ ン 膜 ２ を 形 成 せ ず に 透
光 性 基 板 １ の 表 面 に 直 接 、 第 １ 遮 光 膜 ３ を 設 け て も よ い 。 ま た 、 第 ３ お よ び 第 ６ の 実 施 形
態 に お い て 、 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ｂ 、 ５ Ｅ と し て ア モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 膜 を 使 用 し 、 第 ２ 遮 光
膜 ５ Ｂ 、 ５ Ｅ に 電 圧 Ｖ C を 印 加 し な い よ う に し て も よ い 。 第 １ お よ び 第 ４ の 実 施 形 態 の 第
２ 遮 光 膜 ５ 、 ５ Ｃ と し て 多 結 晶 シ リ コ ン 膜 を 使 用 す る こ と も で き る し 、 第 ２ 、 第 ３ 、 第 ５
お よ び 第 ６ の 実 施 形 態 の 第 ２ 遮 光 膜 ５ Ａ 、 ５ Ｂ 、 ５ Ｄ 、 ５ Ｅ と し て 不 純 物 の 導 入 さ れ た ア
モ ル フ ァ ス ・ シ リ コ ン 膜 を 使 用 す る こ と も で き る 。 こ れ ら は 、 第 ７ ～ 第 １ １ 実 施 形 態 に も
同 様 に 適 用 で き る 。
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【 ０ １ ５ ４ 】
　 第 ２ 遮 光 膜 と 第 ４ 遮 光 膜 を 形 成 す る 材 料 と し て は 、 光 を 吸 収 で き る 材 料 で あ れ ば 上 記 各
実 施 形 態 で 使 用 さ れ た も の 以 外 の も の も 使 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ５ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 概 略 構 成 を 示 す 要 部 平
面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ ａ ） は 図 １ の Ａ － Ａ 線 に 沿 っ た 要 部 断 面 図 、 （ ｂ ） は 図 １ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た
要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 遮 光 効 果 を 示 す 、 図 ２
（ ａ ） に 対 応 す る 模 式 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 製 造 方 法 の 各 工 程 を 示
す 、 （ ａ ） は 図 ２ （ ａ ） に 対 応 す る 要 部 断 面 図 、 （ ｂ ） は 図 ２ （ ｂ ） に 対 応 す る 要 部 断 面
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 製 造 方 法 の 各 工 程 を 示
す 、 （ ａ ） は 図 ２ （ ａ ） に 対 応 す る 要 部 断 面 図 、 （ ｂ ） は 図 ２ （ ｂ ） に 対 応 す る 要 部 断 面
図 で 、 図 ４ の 続 き で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 製 造 方 法 の 各 工 程 を 示
す 、 （ ａ ） は 図 ２ （ ａ ） に 対 応 す る 要 部 断 面 図 、 （ ｂ ） は 図 ２ （ ｂ ） に 対 応 す る 要 部 断 面
図 で 、 図 ５ の 続 き で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 製 造 方 法 の 各 工 程 を 示
す 、 （ ａ ） は 図 ２ （ ａ ） に 対 応 す る 要 部 断 面 図 、 （ ｂ ） は 図 ２ （ ｂ ） に 対 応 す る 要 部 断 面
図 で 、 図 ６ の 続 き で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 製 造 方 法 の 各 工 程 を 示
す 、 （ ａ ） は 図 ２ （ ａ ） に 対 応 す る 要 部 断 面 図 、 （ ｂ ） は 図 ２ （ ｂ ） に 対 応 す る 要 部 断 面
図 で 、 図 ７ の 続 き で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 概 略 構 成 を 示 す 要 部 平
面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 （ ａ ） は 図 ９ の Ｃ － Ｃ 線 に 沿 っ た 要 部 断 面 図 、 （ ｂ ） は 図 ９ の Ｄ － Ｄ 線 に 沿 っ
た 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 概 略 構 成 を 示 す 要 部
平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 概 略 構 成 を 示 す 要 部
平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 （ ａ ） は 図 １ ２ の Ｅ － Ｅ 線 に 沿 っ た 要 部 断 面 図 、 （ ｂ ） は 図 １ ２ の Ｆ － Ｆ 線 に
沿 っ た 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 遮 光 効 果 を 示 す 、 図
１ ３ （ ａ ） に 対 応 す る 模 式 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 概 略 構 成 を 示 す 要 部
平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 概 略 構 成 を 示 す 要 部
平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 第 ７ 実 施 形 態 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 概 略 構 成 を 示 す も の
で 、 （ ａ ） は 図 １ の Ａ － Ａ 線 に 沿 っ た 要 部 断 面 図 、 （ ｂ ） は 図 １ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 要 部
断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 概 略 構 成 を 示 す も の
で 、 （ ａ ） は 図 １ の Ａ － Ａ 線 に 沿 っ た 要 部 断 面 図 、 （ ｂ ） は 図 １ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 要 部
断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 の 第 ９ 実 施 形 態 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 概 略 構 成 を 示 す も の
で 、 （ ａ ） は 図 １ ２ の Ｅ － Ｅ 線 に 沿 っ た 要 部 断 面 図 、 （ ｂ ） は 図 １ ２ の Ｆ － Ｆ 線 に 沿 っ た
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要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 第 １ ０ 実 施 形 態 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 概 略 構 成 を 示 す も
の で 、 （ ａ ） は 図 １ ２ の Ｅ － Ｅ 線 に 沿 っ た 要 部 断 面 図 、 （ ｂ ） は 図 １ ２ の Ｆ － Ｆ 線 に 沿 っ
た 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 所 定 の 投 射 光 照 射 条 件 の 下 で 画 素 マ ト リ ッ ク ス 部 の Ｔ Ｆ Ｔ に 生 じ る 光 リ ー ク 電
流 特 性 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 第 １ １ 実 施 形 態 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 構 成 を 示 す 概 略 平
面 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 従 来 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 概 略 構 成 を 示 す 要 部 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 （ ａ ） は 図 ２ ３ の Ｇ － Ｇ 線 に 沿 っ た 要 部 断 面 図 、 （ ｂ ） は 図 ２ ３ の Ｈ － Ｈ 線 に
沿 っ た 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 従 来 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ・ ア レ イ 基 板 の 遮 光 効 果 を 示 す 、 図 ２ ４ （ ａ ） に 対 応
す る 模 式 的 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ５ ６ 】
　 １ 　 透 光 性 基 板
　 ２ 　 酸 化 シ リ コ ン 膜
　 ３ 、 ３ ’ 　 第 １ 遮 光 膜
　 ３ ａ 、 ３ ａ ’ 　 第 １ 遮 光 膜 の 第 １ 部 分
　 ３ ｂ 、 ３ ｂ ’ 　 第 １ 遮 光 膜 の 第 ２ 部 分
　 ４ 　 酸 化 シ リ コ ン 膜
　 ５ 、 ５ Ａ 、 ５ Ｂ 、 ５ Ｃ 、 ５ Ｄ 、 ５ Ｅ 　 第 ２ 遮 光 膜 （ 高 熱 伝 導 膜 ）
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　 ５ １ 　 外 部 端 子
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(23) JP 2004-302475 A 2004.10.28



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(24) JP 2004-302475 A 2004.10.28



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

(25) JP 2004-302475 A 2004.10.28



【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

(26) JP 2004-302475 A 2004.10.28



【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

(27) JP 2004-302475 A 2004.10.28



【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

(28) JP 2004-302475 A 2004.10.28



【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

(29) JP 2004-302475 A 2004.10.28



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｈ０１Ｌ  21/8234                       Ｈ０１Ｌ  29/78    ６１９Ｂ          　　　　　
   Ｈ０１Ｌ  27/08                         Ｈ０１Ｌ  29/78    ６１２Ｂ          　　　　　
   Ｈ０１Ｌ  27/088                        Ｈ０１Ｌ  29/78    ６２７Ｇ          　　　　　
   Ｈ０１Ｌ  29/786                        Ｈ０１Ｌ  27/08    １０２Ｂ          　　　　　

Ｆターム(参考) 5C094 AA06  AA25  BA03  BA43  CA19  DA09  DA13  EB02  ED15  FB20 
　　　　 　　  5F048 AA07  AC04  BA16  BB05  BB08  BC06  BC16  BF02  BF11  BF16 
　　　　 　　        BG07 
　　　　 　　  5F052 AA02  CA05  DA02  EA13  FA04  JA01 
　　　　 　　  5F110 AA01  AA06  AA21  BB02  CC02  DD02  DD13  DD17  EE05  EE09 
　　　　 　　        EE14  EE30  FF02  FF29  GG02  GG13  GG45  GG47  HL03  HL07 
　　　　 　　        HL23  HM04  HM15  NN03  NN23  NN35  NN43  NN44  NN46  NN48 
　　　　 　　        NN54  NN55  NN78  PP03  QQ11 

(30) JP 2004-302475 A 2004.10.28



专利名称(译) 薄膜晶体管阵列基板和有源矩阵型液晶显示装置

公开(公告)号 JP2004302475A 公开(公告)日 2004-10-28

申请号 JP2004123080 申请日 2004-04-19

申请(专利权)人(译) NEC公司

[标]发明人 世良賢二
奥村藤男

发明人 世良 賢二
奥村 藤男

IPC分类号 G02F1/1368 G02F1/1335 G02F1/1345 G09F9/30 H01L21/20 H01L21/336 H01L21/8234 H01L27/08 
H01L27/088 H01L29/786

FI分类号 G02F1/1368 G02F1/1345 G09F9/30.338 H01L21/20 H01L27/08.331.E H01L29/78.619.B H01L29/78.
612.B H01L29/78.627.G H01L27/08.102.B G02F1/1335.500 H01L27/088.B H01L27/088.331.E

F-TERM分类号 2H092/JA24 2H092/JB56 2H092/JB57 2H092/JB58 2H092/KA03 2H092/KA04 2H092/KA05 2H092
/KB24 2H092/KB25 2H092/MA13 2H092/MA30 2H092/NA01 2H092/NA22 2H092/NA24 2H092/NA25 
2H092/PA09 2H092/RA05 5C094/AA06 5C094/AA25 5C094/BA03 5C094/BA43 5C094/CA19 5C094
/DA09 5C094/DA13 5C094/EB02 5C094/ED15 5C094/FB20 5F048/AA07 5F048/AC04 5F048/BA16 
5F048/BB05 5F048/BB08 5F048/BC06 5F048/BC16 5F048/BF02 5F048/BF11 5F048/BF16 5F048
/BG07 5F052/AA02 5F052/CA05 5F052/DA02 5F052/EA13 5F052/FA04 5F052/JA01 5F110/AA01 
5F110/AA06 5F110/AA21 5F110/BB02 5F110/CC02 5F110/DD02 5F110/DD13 5F110/DD17 5F110
/EE05 5F110/EE09 5F110/EE14 5F110/EE30 5F110/FF02 5F110/FF29 5F110/GG02 5F110/GG13 
5F110/GG45 5F110/GG47 5F110/HL03 5F110/HL07 5F110/HL23 5F110/HM04 5F110/HM15 5F110
/NN03 5F110/NN23 5F110/NN35 5F110/NN43 5F110/NN44 5F110/NN46 5F110/NN48 5F110/NN54 
5F110/NN55 5F110/NN78 5F110/PP03 5F110/QQ11 2H191/FA15Y 2H191/FB14 2H191/FB15 2H191
/FC02 2H191/FC10 2H191/FC36 2H191/FD04 2H191/FD07 2H191/GA01 2H191/GA04 2H191/GA10 
2H191/GA19 2H191/LA03 2H191/LA04 2H191/LA13 2H191/LA15 2H191/LA22 2H191/MA11 2H192
/AA24 2H192/BC31 2H192/CB02 2H192/CB08 2H192/CB45 2H192/CB53 2H192/CC05 2H192/CC33 
2H192/DA72 2H192/EA04 2H192/EA13 2H192/EA15 2H192/EA34 2H192/EA76 2H192/FB02 2H192
/FB05 2H192/FB15 2H192/FB34 2H192/JB02 2H291/FA15Y 2H291/FB14 2H291/FB15 2H291/FC02 
2H291/FC10 2H291/FC36 2H291/FD04 2H291/FD07 2H291/GA01 2H291/GA04 2H291/GA10 2H291
/GA19 2H291/LA03 2H291/LA04 2H291/LA13 2H291/LA15 2H291/LA22 2H291/MA11 5F152/AA10 
5F152/BB02 5F152/CC02 5F152/CD03 5F152/CD09 5F152/CD13 5F152/CD17 5F152/CD22 5F152
/CD23 5F152/CD27 5F152/CE05 5F152/CE13 5F152/CE14 5F152/FF01

代理人(译) 泉 克文

优先权 2001235699 2001-08-03 JP

其他公开文献 JP3767696B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

为了有效地阻挡行进到薄膜晶体管（TFT）的有源层的光并改善从有源层到周围环境的热传导，以减小TFT的漏光电流。 一种薄膜
晶体管阵列基板，在透明基板上具有像素矩阵部和包括TFT的驱动电路部，该像素矩阵部包括以矩阵状排列的薄膜晶体管（TFT）
31。 像素矩阵部分的TFT 31具有高导热膜（第二遮光膜）5，该高导热膜5形成在TFT 31与半透明基板1之间，从而至少与TFT 31
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